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こ
こ
に
考
察
す
る
『
正
法
眼
蔵
』「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻
は
、『
正

法
眼
蔵
』
全
巻
の
う
ち
で
最
も
早
く
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
奥
書
に
は

「
爾
時
天
福
元
年
夏
安
居
日
在
観
音
導
利
院
示
衆
」
と
あ
り
、
天
福
元

（
一
二
三
三
）
年
に
示
衆
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
年
、
道
元
は
、

京
都
深
草
の
極
楽
寺
跡
に
興
聖
寺
（
観
音
導
利
興
聖
宝
林
禅
寺
）
を
建

立
し
た
。
嘉
禄
三
（
一
二
二
七
）
年
に
宋
か
ら
帰
国
す
る
際
に
、
道
元

は
、
嗣
法
の
師
天
童
如
浄
か
ら
「
国
に
帰
り
て
化
を
布
き
、
広
く
人
天

を
利
せ
よ
」（

（
（

と
い
う
言
葉
を
託
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
当
初
は
、
旧

知
の
建
仁
寺
に
仮
寓
し
て
い
た
道
元
だ
が
、
そ
の
後
、
深
草
安
養
院
に

移
り
、
天
福
元
（
一
二
三
三
）
年
に
は
、
師
如
浄
の
言
葉
を
実
現
す
べ

く
、
日
本
初
の
本
格
的
な
修
行
道
場
を
開
創
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の

年
、
早
速
に
夏
安
居
が
行
わ
れ（

（
（

、
そ
こ
で
示
衆
さ
れ
た
の
が
、
こ
の

「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
般
若
波
羅
蜜
」
と
い

う
、
ま
さ
に
大
乗
仏
教
の
修
証
論
の
基
本
概
念
か
ら
、
道
元
は
『
正
法

眼
蔵
』
執
筆
に
着
手
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
巻
に
引
き
続
い
て
、
同
年
「
中
秋
の
こ
ろ
」
に
書
か
れ
た
の
が

「
現
成
公
案
」
巻
で
あ
る
。
そ
の
後
は
、
五
年
ほ
ど
間
が
あ
い
て
嘉
禎

四
（
一
二
三
八
）
年
に
「
一
顆
明
珠
」
巻
が
興
聖
寺
で
示
衆
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
『
正
法
眼
蔵
』
の
執
筆
状
況
か
ら
、
道
元
教
団
開
創

の
最
初
期
に
相
次
い
で
書
か
れ
た
「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻
と
「
現
成

公
案
」
巻
と
は
、
と
り
わ
け
密
接
な
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻
は
、
七
五
巻
本
で
も
六
〇
巻

本
で
も
、「
現
成
公
案
」
巻
と
「
仏
性
」
巻
に
挟
ま
れ
た
第
二
巻
に
位

置
し
て
い
る（

（
（

。「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻
は
、
こ
の
二
つ
の
重
要
な
巻

の
間
に
あ
り
、
両
者
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
わ
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。
本
稿
で
は
、「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻
の
内
容
を
検

討
す
る
と
と
も
に
、『
正
法
眼
蔵
』
全
体
の
構
成
の
中
で
ど
の
よ
う
な

意
味
を
担
わ
せ
ら
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。

　

さ
て
、「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻
に
お
い
て
は
、
日
本
を
は
じ
め
と

す
る
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
い
て
最
も
用
い
ら
れ
て
い
る
経
典
の
一
つ
で

あ
る
『
般
若
心
経
』（
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
）
を
基
盤
と
し
な
が
ら（

（
（

、

『
正
法
眼
蔵
』「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻
に
関
す
る
一
考
察賴

　
　
住
　
　
光
　
　
子　
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摩
訶
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若
波
羅
蜜
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巻
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関
す
る
一
考
察
（
賴
住
）

二
四

仏
道
修
行
に
お
い
て
目
指
さ
れ
る
智
慧
の
完
成
（
般
若
波
羅
蜜
）
と
は

何
か
と
い
う
問
題
が
追
及
さ
れ
る
。
ま
ず
、
巻
全
体
の
構
成
と
そ
の
概

要
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

（
１
）�

導
入
部
：『
般
若
心
経
』
の
言
葉
を
用
い
な
が
ら
、「
空
」
な
る

「
般
若
波
羅
蜜
」
が
ど
の
よ
う
な
形
で
修
行
者
に
立
ち
現
れ
て
く

る
の
か
を
説
明
す
る
。

（
２
）�『
大
般
若
経
』（『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
二
九
一
、
著
不
著
相

品
、
大
正
六
、
四
八
〇
頁
ｂ
～
ｃ
）
か
ら
の
引
用
と
そ
れ
に
対

す
る
解
釈
：「
般
若
波
羅
蜜
」
に
つ
い
て
の
一
人
の
僧
と
釈
迦
と

の
対
話
・
帝
釈
天
と
須
菩
提
と
の
対
話
の
二
つ
の
対
話
を
め

ぐ
っ
て
、「
施
設
可
得
」（
＝
「
無
の
施
設
」）
と
「
虚
空
の
ご
と

く
学
す
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

（
３
）�

如
浄
の
風
鈴
頌
の
引
用
と
そ
れ
に
対
す
る
解
釈
：
般
若
を
説
く

こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

（
４
）�『
大
般
若
経
』（『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
一
七
二
、
讃
般
若
品
、

大
正
五
、
九
二
五
頁
ａ
）
か
ら
の
引
用
と
そ
れ
に
対
す
る
解

釈
：「
般
若
波
羅
蜜
」
と
仏
と
の
一
体
性
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

　

つ
ま
り
、
導
入
部
で
提
示
さ
れ
た
「
空
」
か
ら
の
立
ち
現
れ
（
現

成
）
に
つ
い
て
、（
２
）
で
「
無
の
施
設
」
を
も
と
に
そ
の
機
序
、
構

造
を
説
明
し
、（
３
）
で
立
ち
現
れ
の
体
現
（
自
利
）
と
伝
達
（
利

他
）
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
を
受
け
て
（
４
）
で
立
ち
現
れ
を
体
現

す
る
修
行
者
は
そ
の
限
り
で
仏
で
あ
る
と
い
う
修
証
一
等
が
示
さ
れ
て

い
く
の
で
あ
る
。

　

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
１
】
導
入
部
に
対
す
る
検
討

　

本
巻
の
テ
ー
マ
と
な
る
「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
に
つ
い
て
の
一
般
的

な
意
味
を
、
確
認
し
て
お
こ
う
。「
般
若
」
と
い
う
の
は
、
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
のprajñā

の
音
写
で
あ
り
、
禅
宗
で
は
伝
統
的
に
、
修
行
に

よ
っ
て
得
た
無
分
別
智
を
意
味
す
る
。
さ
と
り
の
智
慧
で
あ
り
、

「
空
」
を
体
得
す
る
智
慧
で
あ
る
。「
波
羅
蜜
（
多
）」
は
、
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
のpāram

itā

の
音
写
で
あ
り
、
現
在
は
「
完
成
」
と
訳
さ
れ

る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
伝
統
的
に
は
「
到
彼
岸
」「
度
」
と
訳
さ

れ
て
き
た
言
葉
で
、「
さ
と
り
」
の
智
慧
に
よ
っ
て
、
煩
悩
の
此
岸
か

ら
菩
提
の
彼
岸
へ
と
渡
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

ま
ず
、「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻
冒
頭
部
の
原
文
を
見
て
み
よ
う
。

　

観
自
在
菩
薩
の
行
深
、
般
若
波
羅
蜜
多
時
は
、
渾
身
の
照
見
、
五
蘊

皆
空
な
り
。
五
蘊
は
色
受
想
行
識
な
り
、
五
枚
の
般
若
な
り
。
照
見
こ

れ
般
若
な
り
。
こ
の
宗
旨
の
開
演
現
成
す
る
に
い
は
く
、
色
即
是
空
な

り
、
空
即
是
色
な
り
。
色
是
色
な
り
、
空
即
空
な
り
。
百
草
な
り
、
万

象
な
り
。

　

般
若
波
羅
蜜
十
二
枚
、
こ
れ
十
二
入
な
り
。
ま
た
十
八
枚
の
般
若
あ
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二
五

り
、
眼
耳
鼻
舌
身
意
、
色
声
香
味
触
法
、
お
よ
び
眼
耳
鼻
舌
身
意
識
等

な
り
。
ま
た
四
枚
の
般
若
あ
り
、
苦
集
滅
道
な
り
。
ま
た
六
枚
の
般
若

あ
り
、
布
施
、
淨
戒
、
安
忍
、
精
進
、
静
慮
、
般
若
な
り
。
ま
た
一
枚

の
般
若
波
羅
蜜
、
而
今
現
成
せ
り
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
な
り
。
ま

た
般
若
波
羅
蜜
三
枚
あ
り
、
過
去
、
現
在
、
未
来
な
り
。
ま
た
般
若
六

枚
あ
り
、
地
水
火
風
空
識
な
り
。
ま
た
四
枚
の
般
若
、
よ
の
つ
ね
に
お

こ
な
は
る
、
行
住
坐
臥
な
り
。（
全
上
一
一
）（

（
（

　

こ
こ
で
、
道
元
は
、『
般
若
心
経
』
を
下
敷
き
に
し
、
そ
の
ほ
ぼ
全

体
に
渡
っ
て
用
語
を
採
り
つ
つ
、
独
自
の
般
若
理
解
を
展
開
し
て
い

る
。
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
が
、
最
初
の
一
文
で
あ
る
。
こ
の
文
章
が

『
般
若
心
経
』
の
「
観
自
在
菩
薩
。
行
深
般
若
波
羅
蜜
多
時
。
照
見
五

蘊
皆
空
。」
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
こ
と
は
す
ぐ
に
見
て
取
れ
る
だ
ろ

う
。
近
代
以
前
の
諸
写
本
に
は
、
も
ち
ろ
ん
読
点
は
施
さ
れ
て
い
な
い

が
、
近
代
以
降
の
刊
行
本
に
お
い
て
、
本
文
校
訂
の
際
に
付
け
ら
れ
た

読
点
と
し
て
は
、
一
般
的
に
は
、「
観
自
在
菩
薩
の
行
深
般
若
波
羅
蜜

多
時
は
、
渾
身
の
照
見
五
蘊
皆
空
な
り
」
と
さ
れ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る（

（
（

。
そ
の
場
合
、
意
味
的
に
は
、「
観
自
在
菩
薩
が
、
深
遠
な
般

若
波
羅
蜜
を
実
践
し
て
い
る
時
、
全
身
の
力
を
こ
め
て
五
蘊
皆
空
を
明

ら
か
に
見
極
め
る
。」
と
理
解
さ
れ
る
。

　

た
し
か
に
、
玄
奘
訳
『
般
若
心
経
』
の
冒
頭
の
一
句
の
標
準
的
な
漢

訳
読
み
下
し
は
「
観
自
在
菩
薩
、
深
般
若
波
羅
蜜
多
を
行
じ
し
時
、
五

蘊
皆
空
な
り
と
照
見
し
て
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
、「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」

巻
の
冒
頭
の
一
文
に
反
映
す
れ
ば
、
確
か
に
、「
観
自
在
菩
薩
の
行
深

般
若
波
羅
蜜
多
時
は
、
渾
身
の
照
見
五
蘊
皆
空
な
り
」
と
い
う
読
点
の

打
ち
方
と
な
る
。
し
か
し
、
道
元
自
身
が
、「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻

冒
頭
の
文
章
に
込
め
た
意
味
は
、
こ
の
読
点
の
施
し
方
に
よ
っ
て
適
切

に
表
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
吟
味
が
必
要
で
あ
ろ

う
。

　

さ
て
、
ま
ず
前
提
と
し
て
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

道
元
が
「
観
自
在
菩
薩
」
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
意
味
付
け
て
い

た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻
に
お
い

て
は
、
こ
の
冒
頭
の
一
句
以
外
に
は
「
観
自
在
菩
薩
」
は
登
場
し
な
い

が
、
観
自
在
菩
薩
と
同
体
で
あ
る
観
音
菩
薩
に
つ
い
て
、『
正
法
眼

蔵
』
に
お
い
て
、
道
元
が
修
行
者
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
る
。
た
と
え
ば
、『
正
法
眼
蔵
』「
観
音
」
巻
で
は
、
観
音
と
い
う

語
の
特
徴
的
な
用
例
が
あ
り
参
考
に
な
る
。

　

雲
巌
道
の
遍
身
是
手
眼
の
出
現
せ
る
は
、
夜
間
背
手
摸
枕
子
を
講
誦

す
る
に
、
遍
身
こ
れ
手
眼
な
り
と
道
取
せ
る
と
参
学
す
る
観
音
の
み
お

ほ
し
。
こ
の
観
音
た
と
ひ
観
音
な
り
と
も
、
未
道
得
な
る
観
音
な
り
。

（
全
上
一
七
二
）

　

こ
の
文
章
の
中
で
、
雲
巌
曇
晟
と
道
吾
圓
智
の
千
手
千
眼
観
音
を
め
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摩
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蜜
」
巻
に
関
す
る
一
考
察
（
賴
住
）

二
六

ぐ
る
問
答
を
取
り
上
げ
て
、
道
元
は
次
の
よ
う
に
展
開
す
る
。
雲
巌
が

言
っ
た
「
遍
身
是
手
眼
」（
全
身
が
手
眼
で
あ
る
）
と
い
う
言
葉
は
、

「
夜
間
背
手
摸
枕
子
」
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
言
葉
は
、

「
夜
に
手
を
後
ろ
に
ま
わ
し
て
枕
を
探
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
修
行
が

目
に
見
え
る
目
的
を
も
っ
た
も
の
で
は
な
く
て
、
修
行
す
る
こ
と
そ
れ

自
体
の
う
ち
で
充
足
し
て
い
る
と
い
う
修
証
一
等
を
意
味
し
て
い
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
遍
身
是
手
眼
」
に
つ
い
て
は
、
た
だ
言
葉
通

り
に
受
け
止
め
て
事
足
れ
り
と
「
参
学
」
し
て
い
る
「
観
音
」
が
多

く
、
こ
れ
ら
の
「
観
音
」
は
、
ま
だ
正
し
く
真
理
を
表
現
出
来
て
い
な

い
「
観
音
」
だ
と
道
元
は
断
じ
る
。
こ
の
「
参
学
」
す
る
「
観
音
」
が

修
行
者
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
道
元

に
と
っ
て
「
観
自
在
菩
薩
」
と
は
衆
生
を
救
済
し
て
く
れ
る
帰
依
の
対

象
で
は
な
く
し
て
、
修
行
者
の
文
脈
で
語
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
道
元
の
観
音
理
解
を
補
強
す
る
も
の
と
し
て
、『
永
平

広
録
』
第
一
〇
巻
に
収
録
さ
れ
た
「
昌
国
県
補
陀
洛
迦
山
に
詣
で
因
み

に
題
す
」
と
題
さ
れ
た
以
下
の
よ
う
な
偈
頌
が
あ
る
。

　
　

聞
思
修
よ
り
三
摩
地
に
入
れ
ば
、
自
己
端
厳
に
し
て
聖
顔
を
現
ず
。

　

�

為
に
来
人
に
告
げ
て
此
の
意
を
明
ら
か
に
せ
ん
、
観
音
は
宝
陀
山
に

在
ら
ず（

（
（

。

　

こ
の
偈
頌
は
、
道
元
が
在
宋
時
に
観
音
菩
薩
の
在
所
に
比
定
さ
れ
て

い
た
、
昌
国
県
補
陀
洛
迦
山
（
浙
江
省
舟
山
群
島
）
の
観
音
霊
場
を
訪

れ
て
作
成
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
意
味
は
、「
仏
の
教
え
を
聞
き

認
識
し
修
行
し
て
三
昧
の
境
地
（
三
摩
地
）
に
入
る
な
ら
ば
、
自
分
自

身
が
厳
か
な
あ
り
よ
う
に
な
り
、
顔
も
観
音
の
聖
な
る
顔
に
な
る
。
こ

の
地
に
来
る
人
に
こ
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。
観
音
は
、
補
陀
落

山
な
ど
に
は
い
な
い
。
つ
ま
り
、
自
分
自
身
が
観
音
に
他
な
ら
な
い
の

だ
。」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
道
元
は
こ
の
偈
頌
に
お
い
て
も
、
観
音

と
い
う
の
は
自
分
か
ら
離
れ
た
帰
依
の
対
象
な
ど
で
は
な
く
て
、
禅
定

を
修
す
る
修
行
者
自
身
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、『
正
法
眼
蔵
』
や
『
永
平
広
録
』
の
観
音
の
用
例
を
手
が
か

り
と
し
て
、
道
元
に
と
っ
て
、「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻
冒
頭
の
「
観

自
在
」
と
は
、
修
行
者
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
こ
の
観
音
の
理
解
を
踏
ま
え
て
、
冒
頭
の
一
文
の
読
点
を
、
文
の

前
半
と
後
半
に
分
け
て
考
え
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
先
に
、
問
題
と
し
た
い
の
は
、
後
半
の
「
渾
身
の
照
見
五
蘊
皆

空
な
り
」
の
読
点
で
あ
る
。
こ
の
文
は
、
一
般
的
に
は
、「
照
見
五
蘊

皆
空
」
と
読
点
を
打
た
ず
に
続
け
て
読
ま
れ
、「
五
蘊
皆
空
」
と
い
う

こ
と
が
ら
を
明
ら
か
に
見
る
と
い
う
意
味
で
理
解
さ
れ
て
い
る
。
確
か

に
、
典
拠
と
し
た
『
般
若
心
経
』
で
は
「
五
蘊
皆
空
」
と
い
う
こ
と
が

ら
を
観
自
在
菩
薩
が
照
見
す
る
と
い
う
意
味
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
道
元
も
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
と
考
え
て
も
い
い
の
だ
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ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
、
再
考
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
こ

と
を
考
え
る
手
が
か
り
と
な
る
の
が
、「
渾
身
」
と
「
五
蘊
皆
空
」
と

い
う
言
葉
で
あ
る
。
ま
ず
、「
五
蘊
皆
空
」
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。

　
「
五
蘊
皆
空
」
の
「
五
蘊
」
と
は
、
色
（
物
質
）・
受
（
感
受
作
用
）・

想
（
概
念
・
表
象
作
用
）・
行
（
精
神
作
用
）・
識
（
認
識
作
用
）
で
あ

り
、
人
間
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
存
在
者
を
、
そ
の
も
の
と
し
て
成
り
立

た
せ
て
い
る
構
成
要
素
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
構
成
要
素
が
空
で
あ
る

と
言
わ
れ
る
。「
空
」
と
は
、
何
も
な
い
空
虚
と
い
う
こ
と
で
は
な
く

て
、
そ
の
も
の
と
し
て
不
変
的
、
固
定
的
に
存
在
し
て
は
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。（
そ
れ
は
、
同
時
に
、
関
係
の
中
で
そ
の
も
の
と
し

て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
縁
起
を
意
味
す
る
。）

「
五
蘊
皆
空
」
と
い
う
言
葉
は
、
存
在
者
を
構
成
要
素
に
分
解
す
る
こ

と
で
、
そ
の
固
定
的
実
体
性
を
否
定
し
、
さ
ら
に
そ
の
構
成
要
素
の
そ

れ
ぞ
れ
も
、「
空
」
で
あ
っ
て
不
変
の
実
在
で
は
な
い
と
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
徹
底
的
に
存
在
の
無
根
拠
性
（
＝
無
本
質
性
）
を
主
張
す
る

の
で
あ
る
。
存
在
者
の
無
根
拠
性
を
自
覚
し
「
空
」
を
体
得
す
る
こ
と

こ
そ
が
、「
般
若
波
羅
蜜
」（
智
慧
に
よ
る
さ
と
り
へ
の
到
達
）
な
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、「
空
」
が
不
変
の
本
質
の
不
在
（
＝
無
我
）
を
表
わ

す
な
ら
ば
、
そ
れ
は
分
節
以
前
の
無
分
節
と
言
う
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。
そ
の
意
味
で
「
般
若
」
の
智
慧
の
体
得
と
は
、
無
分
節
へ
の
還
帰

す
な
わ
ち
、
固
定
化
さ
れ
た
分
節
の
打
破
と
言
え
る
の
だ
。

　

次
に
「
渾
身
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
言
葉
は
、
次
節
の

如
浄
の
風
鈴
頌
の
引
用
の
部
分
で
使
わ
れ
て
い
る
。
風
鈴
頌
の
詳
し
い

説
明
は
後
述
す
る
と
し
て
、「
渾
身
」
と
い
う
言
葉
に
道
元
が
託
し
て

い
る
意
味
を
、
こ
こ
で
は
必
要
な
範
囲
で
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

如
浄
の
偈
は
、
風
鈴
に
禅
の
修
行
者
の
在
り
方
を
託
し
「
渾
身
口
に

似
て
虚
空
に
掛
り
（
中
略
）
般
若
を
談
ず
」
と
言
う
。
修
行
者
は
、
全

身
で
「
空
」
な
る
在
り
方
（
他
と
の
関
係
の
中
で
成
立
し
て
お
り
、
不

変
の
固
定
的
実
体
で
は
な
い
、「
空
―
縁
起
」
な
る
在
り
方
）
を
実
現

し
、
そ
の
「
空
―
縁
起
」
を
把
握
す
る
智
慧
（
般
若
）
を
他
者
に
対
し

て
説
き
続
け
て
い
る
と
い
う
の
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
如
浄
の
偈
を
受
け

て
、
道
元
は
「
渾
身
般
若
な
り
」（
全
上
一
二
）
と
述
べ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
道
元
は
、「
空
―
縁
起
」
を
全
身
で
体
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

修
行
者
自
身
が
「
般
若
の
智
慧
」
そ
の
も
の
に
な
っ
て
い
く
と
言
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
如
浄
は
、「
般
若
を
談
ず
」
と
言
っ
た
が
、
道
元
は
、

般
若
を
談
じ
、
表
現
す
る
こ
と
は
、
自
分
自
身
が
般
若
そ
の
も
の
に

な
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
と
展
開
す
る
。
そ
の
よ
う
な
自
分
自
身
の
あ

り
方
を
「
渾
身
」
と
い
う
言
葉
は
含
意
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
渾
身

般
若
」
と
い
う
言
葉
に
端
的
に
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
般
若
」
と

は
、
自
己
に
宿
る
智
慧
と
い
う
も
の
で
も
、
自
己
が
獲
得
す
べ
き
対
象

物
で
も
な
い
。
自
己
が
修
行
に
よ
っ
て
自
己
の
本
来
性
と
し
て
の
「
空

―
縁
起
」
を
自
覚
的
に
表
現
す
る
時
、
自
己
と
般
若
と
は
一
体
の
も
の

な
の
で
あ
る
。

　

以
上
述
べ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
渾
身
の
照
見
五
蘊
皆
空
な
り
」
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二
八

と
い
う
文
章
の
成
り
立
ち
を
考
え
る
な
ら
ば
、
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い

る
、『
般
若
心
経
』
に
準
拠
し
た
の
と
は
違
う
読
み
の
可
能
性
が
開
け

て
く
る
。
一
般
的
な
読
み
方
で
は
、「
渾
身
の
」
の
「
の
」
を
、
状
態

な
ど
の
特
性
を
表
す
連
体
修
飾
格
の
格
助
詞
と
捉
え
、「
渾
身
の
照

見
」、
す
な
わ
ち
「
全
身
の
力
を
こ
め
て
見
極
め
る
」
と
い
う
意
味
で

あ
る
し
、
さ
ら
に
、「
五
蘊
皆
空
」
を
「
照
見
す
る
」
対
象
と
捉
え
る
。

そ
し
て
、
主
語
で
あ
る
観
自
在
菩
薩
が
、
全
身
全
力
を
あ
げ
て
、
仏
道

の
真
理
と
し
て
の
「
五
蘊
皆
空
」
に
つ
い
て
明
ら
か
に
見
極
め
る
と
理

解
す
る
。
し
か
し
、
必
ず
し
も
こ
の
よ
う
な
理
解
が
最
も
適
切
で
あ
る

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

　

な
ぜ
な
ら
ば
、
上
述
の
「
風
鈴
頌
」
か
ら
見
て
取
れ
る
よ
う
に
、

「
渾
身
」
と
い
う
言
葉
が
、
主
体
と
し
て
の
修
行
者
（
＝
観
自
在
菩

薩
）
が
対
象
と
し
て
の
「
五
蘊
皆
空
」
と
い
う
真
理
を
「
照
見
す
る
」

と
い
う
よ
う
な
図
式
自
体
を
拒
む
か
ら
な
の
で
あ
る
。「
渾
身
」
と

は
、
ま
さ
に
修
行
者
が
空
そ
の
も
の
を
体
現
し
て
、
す
な
わ
ち
、
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
も
の
と
の
関
係
性
の
中
で
、
固
定
的
な
自
我
と
い
う
も
の

を
立
て
ず
に
、
全
身
心
を
あ
げ
て
仏
道
修
行
を
な
す
と
言
う
場
合
の
、

「
身
」
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
主
体
と
し
て
の
「
身
」

と
、「
照
見
」
さ
れ
る
対
象
と
し
て
の
「
五
蘊
皆
空
」
と
い
う
二
元
対

立
は
存
在
し
な
い
。
つ
ま
り
、「
渾
身
の
照
見
」
と
言
っ
て
も
、
そ
れ

は
主
体
と
し
て
の
「
渾
身
」
が
対
象
を
「
照
見
」
す
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
。
如
浄
の
「
風
鈴
頌
」
に
対
す
る
説
明
で
道
元
自
身
が
「
渾
身

般
若
な
り
」
と
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
修
行
す
る
身
、
そ
し
て
道
元
の

場
合
は
、
身
と
心
は
一
体
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
修
行
す
る
身
心
そ
れ

自
体
が
、
主
客
に
分
節
し
て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
無
分
節
の
根
源
で

あ
る
真
理
そ
れ
自
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
。（
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
、「
虚
空
」
巻
で
は
、
同
じ
く
如
浄
の
「
風
鈴
頌
」
の
「
渾

身
口
に
似
て
虚
空
に
掛
れ
り
」
と
い
う
一
節
を
引
き
「
虚
空
の
渾
身
は

虚
空
に
か
か
れ
り
」（
全
上
五
六
三
）
と
説
明
し
て
い
る
。
修
行
す
る

身
心
（
渾
身
）
は
、
根
源
と
し
て
の
「
虚
空
」（
空
―
縁
起
）
か
ら
立

ち
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。）

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、「
渾
身
の
照
見
五
蘊
皆
空
な
り
」
に
読
点
を
施

す
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
渾
身
の
照
見
、
五
蘊
皆
空
な
り
」
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
五
蘊
皆
空
」
と
は
、「
照
見
」
さ

れ
る
対
象
で
は
な
く
し
て
、「
渾
身
」
そ
れ
自
身
の
状
態
の
表
現
だ
か

ら
な
の
で
あ
る
。「
渾
身
の
照
見
」
の
時
、
つ
ま
り
、
全
身
心
が
全
身

心
を
あ
げ
て
修
行
し
、
正
し
く
世
界
に
対
す
る
（
さ
と
る
）
時
、
修
行

者
は
「
五
蘊
皆
空
」
を
対
象
的
に
見
る
の
で
は
な
く
て
、
自
ら
「
五
蘊

皆
空
」
と
な
り
、「
五
蘊
皆
空
」
を
生
き
る
の
で
あ
る（

（
（

。
そ
の
と
き
修

行
者
（
＝
観
自
在
菩
薩
）
は
、
ま
さ
に
「
般
若
波
羅
蜜
」
を
成
就
す
る

の
で
あ
る
。（
な
お
文
法
的
に
説
明
す
る
な
ら
ば
、「
渾
身
の
照
見
、
五

蘊
皆
空
な
り
」
と
読
点
を
打
つ
場
合
、「
渾
身
の
照
見
」
の
格
助
詞

「
の
」
は
、
後
ろ
の
動
作
性
名
詞
が
表
す
動
作
・
作
用
の
主
体
を
示
す

連
体
修
飾
格
と
な
り
、
ま
た
、「
渾
身
の
照
見
」
が
主
部
、「
五
蘊
皆
空
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な
り
」
が
述
語
に
な
る
。
た
だ
し
、
動
作
・
作
用
の
主
体
と
言
っ
て

も
、
そ
れ
は
、
主
客
二
元
対
立
の
枠
組
み
の
下
で
考
え
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
こ
と
に
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。）

　

そ
し
て
、「
渾
身
の
照
見
五
蘊
皆
空
な
り
」
が
、「
渾
身
の
照
見
、
五

蘊
皆
空
な
り
」
と
読
点
を
施
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
文
の
前
半
の
「
観

自
在
菩
薩
の
行
深
般
若
波
羅
蜜
多
時
は
」
に
も
、
改
め
て
読
点
を
施
す

可
能
性
が
開
け
て
く
る
。「
渾
身
の
照
見
」
と
「
観
自
在
菩
薩
の
行

深
」
と
が
対
句
的
に
対
応
す
る
と
考
え
得
る
の
で
あ
る
。『
般
若
心

経
』
の
原
文
で
は
、「
行
深
般
若
波
羅
蜜
多
時
」
で
あ
り
、「
深
き
般
若

波
羅
蜜
を
行
じ
し
時
」
と
読
ま
れ
る
の
で
あ
る
が
、「
観
自
在
菩
薩
」

が
「
行
を
深
め
て
い
く
」「
深
く
徹
底
的
に
修
行
す
る
」
と
取
り
、
そ

れ
が
「
般
若
波
羅
蜜
」
な
の
だ
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。（
文
法
的
に
は
「
観
自
在
菩
薩
の
行
深
」
の
「
の
」
は

「
渾
身
の
照
見
」
の
場
合
と
同
じ
く
、
動
作
・
作
用
の
主
体
を
示
す
連

体
修
飾
格
に
な
る
。）

　

こ
こ
で
言
わ
れ
る
「
行
深
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
は
、
確
か
に

『
正
法
眼
蔵
』
や
『
永
平
広
録
』
等
に
も
用
例
の
な
い
言
葉
で
は
あ
る

が
、
類
似
し
た
言
葉
と
し
て
は
「
深
深
海
底
行
」
が
あ
る
。
た
と
え

ば
、「
有
時
」
巻
冒
頭
で
は
、
薬
山
惟
儼
の
言
葉
「
須
向
高
高
山
頂

立
、
深
深
海
底
行
」
を
下
敷
き
に
し
て
「
有
時
高
高
峰
頂
立
、
有
時
深

深
海
底
行
。」（
全
上
一
八
九
）
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
「
深
深
海
底
行
」

は
深
い
海
の
底
を
行
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、「
海
印
三
昧
」
巻
冒

頭
の
「
諸
仏
諸
祖
と
あ
る
に
、
か
な
ら
ず
海
印
三
昧
な
り
。
こ
の
三
昧

の
游
泳
に
、
説
時
あ
り
、
証
時
あ
り
、
行
時
あ
り
。
海
上
行
の
功
徳
、

そ
の
徹
底
行
あ
り
。
こ
れ
を
深
深
海
底
行
な
り
と
海
上
行
す
る
な
り
。」

（
全
上
一
〇
二
）
に
な
る
と
、「
深
深
海
底
行
」
の
「
行
」
は
修
行
の
意

味
で
使
わ
れ
て
い
る
。「
行
時
」
の
「
行
」
が
敷
衍
さ
れ
て
、「
海
上

行
」「
徹
底
行
」「
深
深
海
底
行
」
と
言
い
換
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
な

る
と
「
深
深
海
底
行
」
は
、「
深
く
徹
底
し
た
修
行
」
と
い
う
意
味
を

担
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
海
印
三
昧
」
巻
に
お
け
る
、

「
深
深
海
底
行
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
「
行
深
」
に
重
ね
る
こ
と
も
可
能
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
観
自
在
菩
薩
の
行
深
、
般
若
波
羅
蜜
多
時
」
と

「
渾
身
の
照
見
、
五
蘊
皆
空
な
り
」
に
つ
い
て
、「
観
自
在
菩
薩
の
行

深
」
と
「
渾
身
の
照
見
」
と
を
対
に
し
て
読
ん
で
、
両
者
と
も
に
修
行

者
が
全
身
心
を
挙
げ
て
修
行
す
る
こ
と
と
解
し
、「
般
若
波
羅
蜜
多
」

と
「
五
蘊
皆
空
」
と
は
、「
空
―
縁
起
」
の
把
捉
に
よ
る
開
悟
成
道
で

あ
り
、
自
ら
「
空
―
縁
起
」
を
生
き
る
こ
と
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
時
、
人
は
、
無
分
節
の
根
源
的
な
次
元
を
自
覚
し
続
け

る
の
で
あ
る
。（
な
お
、「
般
若
波
羅
密
多
時
」
の
「
時
」
は
、「
空
―

縁
起
」
を
把
捉
す
る
自
覚
点
を
意
味
す
る
。）

　

以
上
述
べ
た
冒
頭
の
一
文
の
解
釈
は
、
こ
の
あ
と
の
「
摩
訶
般
若
波

羅
蜜
」
巻
の
執
拗
低
音
と
し
て
響
き
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
ず
、
こ
の
一
文
の
あ
と
に
続
く
「
こ
の
宗
旨
の
開
演
現
成
す
る
に
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三
〇

い
は
く
、
色
即
是
空
な
り
、
空
即
是
色
な
り
。
色
是
色
な
り
、
空
即
空

な
り
。
百
草
な
り
、
万
象
な
り
。」
と
い
う
一
文
を
考
え
て
み
よ
う
。

「
こ
の
宗
旨
」
と
は
、
直
前
の
「
般
若
波
羅
蜜
」
や
「
五
蘊
皆
空
」
と

い
う
こ
と
の
要
旨
、
深
義
を
意
味
し
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
表
わ
す
言
葉

が
、「
色
即
是
空
」
以
下
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
で
「
色
即

是
空
」
と
「
空
即
是
色
」
は
も
と
も
と
『
般
若
心
経
』
に
あ
っ
た
言
葉

で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
色
」（
物
質
、
特
に
人
間
の
肉
体
）
が
「
空
」
で
あ

り
、
本
来
、
無
我
、
無
根
拠
、
無
分
節
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と

と
、
そ
の
本
来
「
空
」
で
あ
る
も
の
が
、
関
係
の
中
で
、
結
び
付
き
合

い
は
た
ら
き
合
っ
て
様
々
な
存
在
と
し
て
現
成
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
言
葉
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が

ら
、
道
元
は
さ
ら
に
「
色
是
色
な
り
、
空
即
空
な
り
。
百
草
な
り
、
万

象
な
り
。」
と
畳
み
掛
け
る
。「
色
是
色
」
と
い
う
よ
う
に
「
A
是
A
」

と
い
う
語
法
は
、
道
元
が
『
正
法
眼
蔵
』
の
他
の
個
所
で
も
使
用
し
て

お
り（

（
（

、
具
体
的
な
個
物
が
、
そ
の
も
の
と
し
て
絶
対
的
に
存
在
す
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
こ
の
「
色
是
色
」
と
い
う
言
葉
は
、「
色
即
是
空
」

「
空
即
是
色
」
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
特
に
「
空
」
な
る
個

物
の
そ
の
具
体
的
絶
対
性
を
強
調
し
た
言
葉
に
な
る
。
そ
し
て
、
次
の

「
空
即
空
」
は
、「
色
是
色
」
の
裏
返
し
で
あ
り
、
空
も
空
と
し
て
絶
対

性
を
持
つ
と
い
う
こ
と
を
言
わ
ん
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
百
草
な

り
、
万
象
な
り
。」
の
「
百
草
」
も
「
万
象
」
も
、「
色
是
色
」
と
同
様

に
、
絶
対
性
を
帯
び
た
具
体
的
個
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の

だ
（
（（
（

。
こ
の
文
章
を
通
し
て
道
元
は
、「
般
若
波
羅
蜜
」「
五
蘊
皆
空
」
と

い
う
、
無
我
、
無
根
拠
、
無
分
節
を
端
的
に
示
す
い
わ
ば
否
定
面
よ

り
、
個
物
の
絶
対
的
な
立
ち
現
れ
と
い
う
肯
定
面
を
、
つ
ま
り
、

「
空
」
よ
り
「
有
」
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
、「
空
」
よ
り
「
有
」
を
強
調
す
る
道
元
の
方
向
性

は
、「
五
蘊
」「
十
二
入
」「
十
八
界
」「
四
諦
」「
六
波
羅
蜜
」「
阿
耨
多

羅
三
藐
三
菩
提
」「
三
時
」「
六
大
」「
四
威
儀
」
な
ど
の
存
在
の
構
成

要
素
、
成
立
原
理
、
修
行
と
悟
り
等
に
対
し
て
す
べ
て
、
個
物
を
数
え

る
「
枚
」
と
い
う
数
詞
を
付
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
五
枚
」「
十
二
枚
」

「
十
八
枚
」「
四
枚
」「
六
枚
」「
一
枚
」「
三
枚
」「
六
枚
」「
四
枚
」
の

「
般
若
波
羅
蜜
」
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
に
も
表
れ
て
い
る（
（（
（

。（
な
お
、
こ
の
部

分
で
も
、
さ
ら
に
こ
の
あ
と
の
節
で
も
、
全
仏
教
に
渡
る
基
本
概
念
が

列
挙
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
道
元
が
、
念
願
で
あ
っ
た
日
本
初
の
修
行

道
場
、
興
聖
寺
を
建
立
し
、
初
め
て
の
夏
安
居
で
の
示
衆
に
お
い
て
仏

教
の
基
本
概
念
と
、
そ
の
位
置
付
け
を
弟
子
の
僧
た
ち
に
教
え
示
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。）

　

さ
て
、
こ
こ
で
「
～
枚
」
と
列
挙
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、『
般
若
心

経
』
中
の
「
是
故
空
中
。
無
色
。
無
受
想
行
識
。
無
眼
耳
鼻
舌
身
意
。

無
色
声
香
味
触
法
。
無
眼
界
。
乃
至
無
意
識
界
」（
十
二
枚
や
十
八
枚

に
対
応
）、「
無
苦
集
滅
道
。
無
智
亦
無
得
。
以
無
所
得
故
」（
四
枚
に

対
応
）、「
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
」（
一
枚
に
対
応
）
を
踏
ま
え
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
、『
般
若
心
経
』
に
お
い
て
は
、
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空
の
立
場
か
ら
、「
無
い
」「
無
所
得
」
と
言
わ
れ
て
い
た
、「
十
二

入
」「
十
八
界
」「
四
諦
」
な
ど
が
、
道
元
に
あ
っ
て
は
「
～
枚
」
と
い

う
か
た
ち
で
「
施
設
」（
具
体
的
な
形
と
し
て
表
わ
す　
　

後
述
）
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
道
元
と
『
般
若
心
経
』
と
が
全
く

相
容
れ
な
い
異
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

同
じ
く
、「
空
」
の
思
想
に
基
づ
き
な
が
ら
も
、『
般
若
心
経
』
の
方

は
、
わ
れ
わ
れ
が
不
変
の
対
象
と
執
着
し
て
い
る
も
の
が
実
体
で
は
な

い
と
い
う
消
極
面
を
強
調
し
、
道
元
の
方
は
、
実
体
で
は
な
く
、
無

我
、
無
根
拠
、
無
分
節
な
る
「
空
」
か
ら
様
々
な
も
の
が
立
ち
現
れ
て

く
る
と
い
う
積
極
面
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、「
枚
」
を
付
け
て
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
を
吟
味
し
て
み
る

と
、
ま
ず
、「
五
蘊
」
は
、
人
間
の
心
身
を
構
成
す
る
要
素
で
あ
り
、

修
行
者
の
心
身
を
指
す
。
修
行
に
お
い
て
、
修
行
者
の
身
心
は
、
般
若
、

す
な
わ
ち
真
理
を
体
現
す
る
も
の
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
心
身
の
具
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
感
覚
、
知
覚
、
認
識
作
用
そ
れ

自
体
（
六
識
）、
作
用
を
起
こ
す
器
官
（
六
根
）、
作
用
の
対
象
（
六
境
）

な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
も
皆
、
真
理
を
体
現
す
る
も
の
と
し
て
存
在
す
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
修
行
者
に
対
す
る
教
え
と
し
て
「
四
諦
」

「
六
波
羅
蜜
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
小
乗
仏
教
の
教

え
と
大
乗
仏
教
の
教
え
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ

が
、
真
理
の
表
現
で
あ
る（
（（
（

。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
教
え
に
従
っ
て
得
ら

れ
る
悟
り
（「
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
」）
も
、
人
間
の
認
識
の
基
本
的

な
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
三
時
（
過
去
・
現
在
・
未
来
）
も
、
ま
た
、
あ

ら
ゆ
る
存
在
の
構
成
要
素
と
し
て
の
六
大
（
地
・
水
・
火
・
風
・
空
・

識
）
も
、
真
理
を
体
現
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
修
行
者
の
個
的
具
体
的
な
身
心
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、

仏
道
の
教
え
や
悟
り
、
認
識
の
基
礎
範
疇
や
存
在
者
総
体
に
至
る
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
も
の
を
包
括
的
に
列
挙
し
て
、
そ
れ
が
真
理
を
体
現
す
る
も

の
で
あ
る
と
述
べ
た
そ
の
最
後
に
、「
よ
の
つ
ね
に
お
こ
な
は
る
、
行

住
坐
臥
」、
す
な
わ
ち
、
道
元
に
と
っ
て
日
常
的
で
あ
る
、
坐
禅
を
中

心
と
す
る
僧
堂
に
お
け
る
生
活
の
中
の
一
つ
一
つ
の
行
為
こ
そ
が
、
真

理
を
体
現
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
観
自
在

菩
薩
の
行
深
」「
渾
身
の
照
見
」
と
い
う
、
仏
道
修
行
者
（
＝
観
自
在

菩
薩
）
の
「
行
」
か
ら
は
じ
ま
っ
た
文
章
が
、
自
ら
の
身
心
を
起
点
と

し
て
、
そ
の
身
心
が
担
う
べ
き
仏
道
の
教
え
、
悟
り
、
認
識
範
疇
、
存

在
様
態
を
経
て
、
最
後
に
ま
た
、
日
常
的
な
修
行
生
活
へ
と
一
巡
し
、

冒
頭
の
行
へ
と
還
帰
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
道
元
は
、「
摩
訶
般

若
波
羅
蜜
」
巻
の
冒
頭
部
分
に
お
い
て
、
行
の
重
要
性
と
そ
の
行
を
支

え
る
身
心
、
教
法
、
悟
り
、
認
識
範
疇
、
存
在
様
態
等
を
明
ら
か
に
し

た
と
言
え
る
。

　

そ
し
て
こ
れ
ら
、「
枚
」
で
表
さ
れ
た
諸
存
在
は
、
次
節
に
お
い
て

は
、「
無
の
施
設
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
、
今
後
の
叙

述
の
軸
と
な
る
「
無
の
施
設
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。「
無
の

施
設
」
と
は
、
空
な
る
智
慧
で
あ
り
、
無
自
性
、
無
我
、
無
根
拠
、
無
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三
二

分
節
と
い
う
意
味
で
「
無
」
と
呼
び
得
る
「
般
若
」「
空
」
が
、
静
止

的
な
も
の
で
は
な
く
て
、
そ
こ
か
ら
自
ら
を
展
開
さ
せ
、
分
節
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
を
立
ち
現
わ
し
（
現
成
し
）
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。「
施
設
」
は
、「
現
成
」
で
あ
る
。
本
来
「
空
」
で
あ
り
つ
つ
、
具

体
的
な
個
物
が
個
物
と
し
て
絶
対
性
を
帯
び
て
立
ち
現
れ
る
こ
と
を
、

道
元
は
、
た
と
え
ば
「
空
華
」
巻
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

ま
さ
に
し
る
べ
し
、
空
は
一
草
な
り
、
こ
の
空
か
な
ら
ず
華
さ
く
、

百
草
に
華
さ
く
が
ご
と
し
。
こ
の
道
理
を
道
取
す
る
と
し
て
、
如
来
道

は
空
本
無
華
と
道
取
す
る
な
り
。
本
無
華
な
り
と
い
へ
ど
も
、
今
有
華

な
る
こ
と
は
、
桃
李
も
か
く
の
ご
と
し
、
梅
柳
も
か
く
の
ご
と
し
。
梅

昨
無
華
、
梅
春
有
華
と
道
取
せ
ん
が
ご
と
し
。（
全
上
一
一
一
）

　
「
空
」
と
は
、「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻
で
は
ま
さ
に
「
般
若
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
こ
の
「
空
」
は
、
単
な
る
何
も
な
い
空
虚
で
は
な
く

て
、「
こ
の
空
か
な
ら
ず
華
さ
く
」「
本
無
華
な
り
と
い
へ
ど
も
、
今
有

華
な
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
存
在
を
、
今
、
こ

こ
に
、
立
ち
現
わ
せ
「
現
成
」
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う

「
華
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
が
、「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻
で
は
、

「
～
枚
」
と
呼
ば
れ
、「
無
の
施
設
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
具
体
的
存
在
者

で
あ
る
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

【
２
】『
大
般
若
経
』
著
不
著
相
品
か
ら
の
引
用
と
そ
れ
に
対
す
る

　
　

  

道
元
の
解
釈

　

次
に
、
般
若
波
羅
蜜
を
め
ぐ
る
『
大
般
若
経
』
か
ら
の
引
用
と
、
そ

れ
に
対
す
る
道
元
の
解
釈
を
見
て
お
こ
う
。
こ
こ
で
は
、『
大
般
若
波

羅
蜜
多
経
』
二
九
一
、
著
不
著
相
品
か
ら
の
一
続
き
の
引
用
文
が
、
二

つ
に
分
け
て
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
道
元
の
短
い
注
釈
が
付

さ
れ
て
い
く
。
ま
ず
、『
大
般
若
経
』
の
引
用
の
前
半
部
（
釈
迦
と
一

人
の
僧
と
の
対
話
）
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　

釈
迦
牟
尼
如
来
の
会
中
に
一
の
苾
蒭
あ
り
。
竊
か
に
是
の
念
を
作

す
。「
我
れ
甚
深
般
若
波
羅
蜜
多
を
敬
礼
す
べ
し
。
此
の
中
に
諸
法
の

生
滅
無
し
と
雖
も
、
而
も
戒
蘊
、
定
蘊
、
慧
蘊
、
解
脱
蘊
、
解
脱
知
見

蘊
の
施
設
可
得
有
り
。
ま
た
預
流
果
、
一
来
果
、
不
還
果
、
阿
羅
漢
果

の
施
設
可
得
有
り
、
ま
た
独
覚
菩
提
の
施
設
可
得
有
り
。
ま
た
無
上
正

等
菩
提
の
施
設
可
得
有
り
。
ま
た
仏
法
僧
宝
の
施
設
可
得
有
り
。
ま
た

転
妙
法
輪
、
度
有
情
類
の
施
設
可
得
有
り
。」

　

仏
、
其
の
念
を
知
し
て
、
苾
蒭
に
告
げ
て
言
く
。「
是
の
如
し
、
是

の
如
し
。
甚
深
般
若
波
羅
蜜
は
、
微
妙
な
り
、
難
測
な
り
。」（
全
上
一

一
）

　

ま
ず
、
文
脈
を
追
っ
て
お
こ
う
。
釈
迦
の
法
座
の
中
に
い
た
一
人
の
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三
三

「
苾
蒭
」（=

比
丘
・
僧
）
が
、
密
か
に
思
っ
た
（「
竊
作
念
」）。「
私
は

深
遠
な
般
若
波
羅
蜜
に
対
し
て
敬
礼
を
し
よ
う
。
般
若
波
羅
蜜
は
空
で

あ
り
、
単
な
る
生
滅
を
超
え
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
般
若
波
羅
蜜
の

中
に
は
、
本
来
は
、
諸
法
（
諸
の
教
え
・
存
在
者
）
は
な
い
は
ず
な
の

で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
こ
に
は
、「
五
分
法
身
」「
四
果
」「
独
覚
菩

提
」「
無
上
正
等
菩
提
」「
三
宝
」「
転
妙
法
輪
」「
度
有
情
類
」
な
ど
を

立
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ（
（（
（

。（「
施
設
可
得
」）」
と
。
釈
迦
は
、
こ
の

僧
の
考
え
を
知
っ
て
、
僧
に
告
げ
た
。「
そ
の
通
り
で
あ
る
。
非
常
に

深
い
般
若
波
羅
蜜
は
、
不
思
議
で
奥
深
く
精
妙
な
も
の
で
あ
り
、
人
間

の
有
限
な
知
恵
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
。

　

こ
の
引
用
に
登
場
す
る
比
丘
は
、
般
若
波
羅
蜜
に
対
し
て
敬
礼
し
た

い
と
考
え
る
。
敬
礼
す
る
か
ら
に
は
、
当
然
に
敬
礼
の
対
象
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、「
般
若
波
羅
蜜
」
と
い
う
の
は
、
本
来
、
対
象
化
で

き
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
敬
礼
は
不
可
能
で
あ
る
は
ず
だ
。
し

か
し
、
比
丘
の
「
竊
作
念
」（
密
や
か
な
思
い
）
に
よ
れ
ば
、
本
来
分

節
で
き
な
い
真
理
を
分
節
し
、
そ
し
て
、
そ
こ
に
敬
礼
の
対
象
を
立
て

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。「
施
設
可
得
」
と
は
、
そ
の
も
の
と
し
て

立
て
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
前
段
に
お
い
て
、
道
元
が
「
般
若
波
羅

蜜
」
を
「
～
枚
」
と
し
て
表
現
し
た
こ
と
は
、『
大
般
若
経
』
の
こ
の

部
分
を
自
分
な
り
に
敷
衍
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

つ
ま
り
、「
般
若
波
羅
蜜
」
と
は
、「
空
―
縁
起
」
と
い
う
無
分
節
、

無
我
、
無
根
源
で
あ
る
が
、
単
な
る
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
な
無
分
節
で
は
な

く
て
、
無
分
節
を
踏
ま
え
て
分
節
し
て
く
る
と
い
う
側
面
も
持
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
存
在
者
が
、「
五
蘊
皆
空
」
と
し
て
、「
空
」、

無
分
節
に
も
た
ら
さ
れ
て
そ
れ
で
ゴ
ー
ル
に
到
達
す
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
て
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
無
分
節
を
踏
ま
え
た
分
節
が
起
こ
る
と

言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
敬
礼
す
る
比
丘
と
、
敬
礼
さ
れ
る
具
体
的
な
対

象
で
あ
る
、「
五
分
法
身
」（
仏
や
聖
者
）
以
下
の
諸
法
と
は
、
本
来
、

一
如
の
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、
そ
れ
ぞ
れ
に
分
節
し
、
そ
の
間
に
は

「
敬
礼
」
が
成
り
立
つ
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
敬
礼
に
よ
っ
て
、
自
己

も
他
も
根
源
的
無
分
節
に
還
帰
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
引
用
し
た

比
丘
の
言
葉
の
最
後
の
部
分
で
は
、「
転
妙
法
輪
、
度
有
情
類
の
施
設

可
得
有
り
。」
と
言
わ
れ
、
説
法
と
衆
生
済
度
も
こ
の
分
節
に
基
づ
い

て
可
能
に
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
説
く
側
と
説
か
れ
る
側
、
説
く
主

体
と
説
か
れ
る
教
法
、
救
済
す
る
側
と
救
済
さ
れ
る
側
と
い
う
分
節

が
、
説
法
や
救
済
の
成
立
に
は
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
こ
の
部
分
で
は
、「
五
分
法

身
」
や
「
四
果
」
や
「
独
覚
菩
提
」
と
い
う
い
わ
ゆ
る
「
小
乗
仏
教
」

の
聖
者
へ
の
「
敬
礼
」
に
言
及
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
前
段
に
お
い
て
道
元
が
、「
四
諦
」
と
い
う
小
乗
仏
教
に
遡
る
教

理
に
対
し
て
も
、
大
乗
仏
教
固
有
の
「
六
波
羅
蜜
」
や
「
阿
耨
多
羅
三

藐
三
菩
提
」
と
並
ん
で
、
般
若
波
羅
蜜
の
現
れ
と
し
て
「
～
枚
」
と
数

え
あ
げ
て
い
る
こ
と
と
も
関
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る

小
乗
仏
教
の
教
義
や
さ
と
り
、
聖
者
を
も
「
施
設
可
得
」
な
る
も
の
と
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三
四

し
て
挙
げ
、
そ
れ
を
自
己
の
枠
組
み
に
包
摂
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
に
、
道
元
が
、
こ
の
「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻
を
、「
現
成
公
案
」

巻
と
な
ら
ん
で
、『
正
法
眼
蔵
』
の
出
発
点
に
お
い
た
意
味
が
見
て
と

れ
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
以
上
の
『
大
般
若
経
』
の
引
用
に
対
す
る
道
元
の
解
釈
を
見

て
み
よ
う
。

　

而
今
の
一
苾
蒭
の
竊
作
念
は
、
諸
法
を
敬
礼
す
る
と
こ
ろ
に
、
雖
無

生
滅
の
般
若
、
こ
れ
敬
礼
な
り
。
こ
の
正
当
敬
礼
時
、
ち
な
み
に
施
設

可
得
の
般
若
現
成
せ
り
。
い
わ
ゆ
る
戒
定
慧
乃
至
度
有
情
類
等
な
り
。

こ
れ
を
無
と
い
ふ
。
無
の
施
設
、
か
く
の
ご
と
く
可
得
な
り
。
こ
れ
甚

深
、
微
妙
、
難
測
の
般
若
波
羅
蜜
な
り
。（
全
上
一
一
～
一
二
）

　

ま
ず
、「
而
今
の
一
苾
蒭
の
竊
作
念
は
、
諸
法
を
敬
礼
す
る
と
こ
ろ

に
、
雖
無
生
滅
の
般
若
、
こ
れ
敬
礼
な
り
。」
と
い
う
文
章
を
考
え
て

み
よ
う
。
ま
ず
、
見
て
取
れ
る
の
は
、
も
と
の
『
大
般
若
経
』
に
あ
っ

た
「
一
苾
蒭
の
竊
作
念
」
に
「
而
今
」
と
い
う
言
葉
が
付
加
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
而
今
」
は
「
今
」
を
意
味
す
る
言
葉

で
あ
る
が
、
道
元
に
あ
っ
て
は
、
修
証
一
等
の
修
行
を
な
す
「
今
、
こ

こ
」
と
い
う
意
味
を
担
っ
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
言
葉
で
あ
る
。

前
段
で
も
、「
ま
た
一
枚
の
般
若
波
羅
蜜
、
而
今
現
成
せ
り
、
阿
耨
多

羅
三
藐
三
菩
提
な
り
。」
と
言
わ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、「
般
若
波
羅

蜜
」
の
「
而
今
現
成
」
と
し
て
最
高
の
「
さ
と
り
」
が
捉
え
ら
れ
て
い

る
。「
而
今
」
が
付
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
僧
の
ひ
そ
か
な
思

い
（「
一
苾
蒭
の
竊
作
念
」）
が
、
実
は
、
真
理
の
現
成
と
い
う
重
み
を

も
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
そ
の
「
念
」
の
内
容
を
現
す
の
が
、「
諸
法
を
敬
礼
す
る
と

こ
ろ
に
、
雖
無
生
滅
の
般
若
、
こ
れ
敬
礼
な
り
。」
で
あ
る
。「
諸
法
を

敬
礼
す
る
」
の
は
、
こ
こ
で
は
比
丘
で
あ
る
が
、
そ
の
時
に
は
、「
雖

無
生
滅
の
般
若
」
が
、「
敬
礼
」
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
「
雖
無
生
滅
の
般
若
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。「
無
生
滅
」
と

言
っ
て
も
い
い
と
こ
ろ
を
あ
え
て
「
雖
無
生
滅
」
と
し
て
い
る
の
は
、

逆
接
の
意
味
を
添
え
る
「
雖
」
の
字
を
付
け
る
こ
と
で
、「
般
若
」
が

「
敬
礼
」
さ
れ
る
側
か
ら
「
敬
礼
」
す
る
側
へ
と
、
い
わ
ば
一
八
〇
度

転
換
す
る
そ
の
落
差
を
印
象
付
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
生
滅
を
超
え
た
「
般
若
」
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
説
明

を
使
う
な
ら
ば
、
無
分
節
の
真
理
と
も
「
空
―
縁
起
」
と
も
言
え
る
。

こ
の
「
般
若
」
が
、
一
人
の
比
丘
と
し
て
「
敬
礼
」
す
る
と
い
う
の
で

あ
る
。
本
来
は
、
一
つ
で
あ
る
「
般
若
」
が
、「
敬
礼
」
す
る
主
体
と

「
敬
礼
」
さ
れ
る
対
象
と
に
分
節
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
般
若
」
で

あ
り
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
こ
の
言
葉
は
示
し
て
い
る
と
言
え
よ

う
。「
こ
の
正
当
敬
礼
時
、
ち
な
み
に
施
設
可
得
の
般
若
現
成
せ
り
。」

と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
で
あ
る
。「
敬
礼
」
と
い
う
こ
と
が

成
り
立
つ
時
に
、
そ
の
も
の
と
し
て
具
体
的
な
姿
を
取
る
（「
施
設
可
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三
五

得
」）「
般
若
」
が
「
現
成
」
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
無
分
節
の
「
般

若
」
の
分
節
が
「
現
成
」
と
言
わ
れ
る
事
態
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

「
般
若
」
の
「
現
成
」
に
つ
い
て
は
、「
無
の
施
設
」
と
も
言
い
か
え
ら

れ
て
い
る
。「
無
」
と
は
無
分
節
の
般
若
で
あ
り
、「
施
設
」
と
は
そ
の

無
分
節
を
踏
ま
え
て
の
分
節
な
の
だ
。

　

さ
て
、
以
上
に
続
く
『
大
般
若
経
』
著
不
著
相
品
の
引
用
の
後
半
部

（
帝
釈
天
と
須
菩
提
と
の
対
話
）
と
そ
れ
に
対
す
る
道
元
の
解
釈
を
見

て
お
こ
う
。

　

天
帝
釈
、
具
寿
善
現
に
問
て
言
く
、「
大
徳
、
若
し
菩
薩
摩
訶
薩
、

甚
深
般
若
波
羅
蜜
多
を
学
せ
ん
と
欲
は
ば
、
ま
さ
に
如
何
が
学
す
べ

き
。」

　

善
現
答
え
て
言
く
、「
憍
尸
迦
、
も
し
菩
薩
摩
訶
薩
、
甚
深
般
若
波

羅
蜜
多
を
学
せ
ん
と
欲
は
ば
、
ま
さ
に
虚
空
の
如
く
学
す
べ
し
。」

　

し
か
あ
れ
ば
、
学
般
若
こ
れ
虚
空
な
り
、
虚
空
は
学
般
若
な
り
。

（
全
上
一
二
）

　

こ
の
部
分
の
解
釈
は
、
す
で
に
論
じ
た
こ
と
と
重
な
る
の
で
、
要
点

の
み
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

ま
ず
、
仏
法
の
守
護
神
で
あ
る
帝
釈
天
（
＝
俗
名
を
と
っ
て
憍
尸
迦

と
も
言
わ
れ
る
）
が
、
須
菩
提
（
＝
具
寿
善
現
と
も
）
に
質
問
す
る
。

須
菩
提
は
、
釈
迦
の
弟
子
の
う
ち
で
も
解
空
第
一
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら

般
若
経
典
の
対
告
衆
と
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
人
物
で
あ
る
。
帝
釈
天
は
、

須
菩
提
に
対
し
て
「
菩
薩
は
ど
の
よ
う
に
深
遠
な
般
若
波
羅
蜜
多
を
学

ぶ
べ
き
か
。」
と
尋
ね
る
。
そ
れ
に
対
し
て
須
菩
提
は
、「
虚
空
の
よ
う

に
（「
如
虚
空
」）
学
べ
」
と
答
え
た
。
こ
の
や
り
取
り
に
た
い
し
て
道

元
は
、「
し
か
あ
れ
ば
、
学
般
若
こ
れ
虚
空
な
り
、
虚
空
は
学
般
若
な

り
。」
と
解
釈
す
る
。

　

こ
こ
で
「
虚
空
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、『
大
般
若
経
』
の
主
題

と
な
っ
て
い
る
「
空
」
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、

「
般
若
」
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
対
象
と
し
て
の
般
若
を
客
観
的
、

分
析
的
に
認
識
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
だ
。「
空
」
を
学
ぶ
と

は
、
自
己
も
ま
た
そ
こ
に
基
づ
い
て
い
る
と
こ
ろ
の
根
源
的
無
分
節
と

し
て
の
「
空
―
縁
起
」
を
自
覚
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。「
虚
空
」（
無

分
節
）
は
、
無
分
節
の
自
覚
（
学
般
若
）
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
て

い
く
の
で
あ
る
。

　

一
点
、
付
言
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
部
分
に
対
す
る
道
元
の
解

釈
が
前
の
部
分
に
比
べ
量
的
に
大
幅
に
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
ほ
と
ん

ど
一
言
添
え
た
だ
け
と
い
う
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
道
元

と
し
て
は
、「
般
若
」
に
関
連
し
て
は
、「
無
の
施
設
」
つ
ま
り
、
無
分

節
か
ら
具
体
物
の
分
節
が
立
ち
現
れ
て
く
る
こ
と
に
力
点
を
お
い
て
解

釈
し
て
い
る
の
で
、「
無
の
施
設
」
の
反
面
で
あ
る
「
無
分
節
」
へ
の

還
帰
に
つ
い
て
は
、「
無
の
施
設
」
ほ
ど
に
は
強
調
し
て
い
な
い
の
で

あ
る
。
た
と
え
ば
、
導
入
部
分
の
道
元
の
説
明
で
も
、「
色
即
是
空
な
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三
六

り
、
空
即
是
色
な
り
、
色
是
色
な
り
、
空
即
空
な
り
。
百
草
な
り
。
万

象
な
り
。」
と
あ
る
よ
う
に
、「
空
」
と
「
色
」
の
一
体
性
に
つ
い
て
の

説
明
が
、
最
終
的
に
は
「
百
草
な
り
。
万
象
な
り
。」
と
ま
と
め
ら

れ
、
さ
ら
に
こ
の
直
後
の
文
脈
と
し
て
は
「
～
枚
」
と
い
わ
れ
る
「
無

の
施
設
」
が
続
く
な
ど
、
具
体
的
個
物
へ
の
分
節
に
力
点
が
置
か
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
分
節
か
ら
無
分
節
へ
の
還
帰
は
、
無

分
節
か
ら
分
節
へ
の
「
現
成
」
の
反
面
と
し
て
重
要
で
あ
る
が
故
に
、

そ
れ
に
関
わ
る
『
大
般
若
経
』
の
文
章
を
引
き
続
い
て
引
用
は
し
て
い

る
も
の
の
、
無
分
節
か
ら
分
節
へ
の
「
現
成
」
ほ
ど
に
は
力
点
を
置
い

て
い
な
い
の
で
、
こ
の
部
分
の
『
大
般
若
経
』
の
引
用
に
対
す
る
道
元

の
解
釈
は
、
比
較
す
る
と
少
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
以
上
に
続
く
部
分
と
そ
れ
に
対
す
る
道
元
の
解
釈
を
引
用
す

る
。

　

天
帝
釈
、
ま
た
仏
に
白
し
て
言
さ
く
、「
世
尊
、
若
し
善
男
子
善
女

人
等
、
此
の
所
説
の
甚
深
般
若
波
羅
蜜
多
に
於
て
、
受
持
読
誦
し
、
如

理
思
惟
し
、
他
の
為
に
演
説
せ
ん
に
、
我
れ
ま
さ
に
云
何
が
守
護
す
べ

き
。
た
だ
願
は
く
は
世
尊
、
哀
を
垂
れ
て
示
し
教
へ
ま
し
ま
せ
。」

　

爾
の
時
に
具
寿
善
現
、
天
帝
釈
に
謂
つ
て
言
く
、「
憍
尸
迦
、
汝
、

法
の
守
護
す
べ
き
有
る
と
見
る
や
不
や
。」

　

天
帝
釈
言
く
、「
不
な
り
、
大
徳
、
我
れ
法
の
是
れ
守
護
す
べ
き
有

る
こ
と
を
見
ず
。」

　

善
現
言
く
、「
憍
尸
迦
、
若
し
善
男
子
善
女
人
等
、
是
の
如
く
の
説

を
な
さ
ば
、
甚
深
般
若
波
羅
蜜
多
、
即
ち
守
護
す
べ
し
。
若
し
善
男
子

善
女
人
等
、
所
説
の
如
く
な
さ
ば
、
甚
深
般
若
波
羅
蜜
多
、
常
に
遠
離

せ
ず
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
一
切
人
非
人
等
、
其
の
便
を
伺
求
し
て
、

損
害
を
為
さ
ん
と
欲
ん
に
、
終
に
得
る
こ
と
能
は
じ
。
憍
尸
迦
、
若
し

守
護
せ
ん
と
欲
は
ば
、
所
説
の
如
く
な
す
べ
し
。
甚
深
般
若
波
羅
蜜
多

と
、
諸
菩
薩
と
は
、
虚
空
を
守
護
せ
ん
と
為
欲
ふ
に
異
な
る
こ
と
無

し
。」

　

し
る
べ
し
、
受
持
読
誦
、
如
理
思
惟
、
す
な
は
ち
守
護
般
若
な
り
。

欲
守
護
は
受
持
読
誦
等
な
り
。（
全
上
一
二
）

　

こ
の
部
分
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
論
じ
た
こ
と
と
重
な
る
点
が
多
い

の
で
、
要
点
の
み
確
認
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

ま
ず
、
帝
釈
天
が
、
今
度
は
釈
迦
に
対
し
て
「
も
し
仏
道
に
帰
依
す

る
人
（々「
善
男
子
善
女
人
」）
が
、
深
遠
な
般
若
波
羅
蜜
に
依
拠
し
て
、

教
え
（
般
若
に
つ
い
て
の
教
え
、
端
的
に
は
こ
の
『
大
般
若
経
』）
を

受
け
記
憶
し
（
受
持
）、
読
誦
し
、
真
理
に
基
づ
い
て
（「
如
理
」）
思

惟
（
無
分
別
智
に
基
づ
く
認
識
）
し
、
他
者
の
た
め
に
教
え
を
説
く
な

ら
ば
、
私
は
、
こ
の
人
々
を
ど
の
よ
う
に
守
護
し
た
ら
い
い
の
か
。」

と
、
仏
法
の
守
護
神
の
立
場
か
ら
質
問
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
釈
迦

に
代
わ
っ
て
弟
子
の
須
菩
提
が
反
対
に
帝
釈
天
に
質
問
し
て
、「（
あ
な

た
は
守
護
し
た
い
と
い
う
が
）
存
在
（「
法
」）
と
し
て
何
か
守
護
す
べ
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三
七

き
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。」
と
言
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て

帝
釈
天
は
、「
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」
と
答
え
た
。
そ
れ
を
聞
い
て

須
菩
提
は
、「
も
し
、
仏
道
に
帰
依
す
る
人
々
が
、
守
護
す
べ
き
も
の

は
何
も
な
い
と
説
く
な
ら
ば
、
こ
の
人
々
は
深
遠
な
般
若
波
羅
蜜
を
自

覚
し
、
そ
れ
を
体
現
、
実
践
す
る
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、

も
し
、
あ
な
た
（
帝
釈
天
）
が
こ
の
人
々
を
守
護
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ

は
直
ち
に
深
遠
な
般
若
波
羅
蜜
を
守
護
す
る
こ
と
に
な
る
。
も
し
、
そ

う
な
ら
ば
、
そ
の
人
々
は
、
深
遠
な
般
若
波
羅
蜜
か
ら
離
れ
ず
、
そ
れ

と
一
体
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
、
ど
ん
な
者
で
あ
ろ
う
と
、
そ

の
人
々
を
害
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
つ
ま
り
、
般
若
波
羅
蜜
と

菩
薩
（
修
行
者
）
と
は
一
体
の
も
の
な
の
だ
。
だ
か
ら
人
々
を
守
護
し

よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
虚
空
を
守
護
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。」

　

帝
釈
天
と
須
菩
提
と
の
や
り
取
り
の
中
で
、
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、

こ
こ
で
は
、「
般
若
の
教
え
を
実
践
す
る
人
々
は
、
般
若
そ
の
も
の
と

な
っ
て
い
る
か
ら
、
客
体
と
し
て
は
認
識
の
対
象
に
は
な
ら
ず
、
そ
れ

故
に
、
守
護
の
対
象
に
も
な
ら
な
い
が
、
般
若
と
一
体
に
な
っ
て
い
る

修
行
者
は
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
者
と
般
若
に
お
い
て
は
一
致
す
る
の
で
あ

る
か
ら
、
一
体
で
あ
る
相
手
を
害
す
る
こ
と
な
ど
は
不
可
能
に
な
る
。

そ
れ
故
に
、
帝
釈
天
が
わ
ざ
わ
ざ
守
護
す
る
必
要
性
は
な
く
な
る
。
そ

の
こ
と
は
般
若
を
守
護
し
、
虚
空
を
守
護
す
る
と
い
う
こ
と
と
同
じ
で

あ
る
。」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
『
大
般

若
経
』
の
引
用
に
お
い
て
も
、
直
前
の
引
用
部
分
と
同
様
に
、
分
節
さ

れ
た
具
体
的
個
物
は
、
実
は
「
般
若
」
と
い
う
無
分
節
に
お
い
て
一
体

で
あ
る
と
い
う
、
分
節
か
ら
無
分
節
へ
と
い
う
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い

る
。
上
述
の
よ
う
に
、
道
元
は
無
分
節
か
ら
分
節
へ
と
、
分
節
か
ら
無

分
節
へ
と
い
う
二
つ
の
方
向
性
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
こ
の
「
摩
訶
般

若
波
羅
蜜
」
巻
に
お
い
て
は
、
前
者
、
す
な
わ
ち
「
無
の
施
設
」
を
重

視
し
て
い
る
が
、
こ
の
『
般
若
経
』
の
引
用
で
は
、
直
前
の
引
用
と
同

様
に
、
分
節
か
ら
無
分
節
へ
と
い
う
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
お
り
、
道
元

の
解
釈
も
、「
し
る
べ
し
、
受
持
読
誦
、
如
理
思
惟
、
す
な
は
ち
守
護

般
若
な
り
。
欲
守
護
は
受
持
読
誦
等
な
り
。」
と
一
文
を
添
え
る
に
留

ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
直
前
の
『
大
般

若
経
』
の
引
用
に
対
す
る
道
元
の
解
釈
の
中
で
「
学
般
若
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
も
の
を
、
こ
こ
で
は
、「
守
護
般
若
」「
受
持
読
誦
」「
如
理
思

惟
」
と
し
、
般
若
に
対
す
る
主
体
的
な
態
度
、
実
践
を
問
題
に
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
は
述
べ
ら
れ
ず
、

次
の
風
鈴
頌
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

【
３
】
如
浄
の
風
鈴
頌
の
引
用
と
そ
れ
に
対
す
る
道
元
の
解
釈

　

入
宋
し
た
道
元
が
最
後
に
見
つ
け
た
嗣
法
の
師
、
天
童
如
浄
の
「
風

鈴
頌
」
に
つ
い
て
、
道
元
は
、
入
宋
時
の
学
道
の
記
録
で
あ
る
『
宝
慶

記
』
で
「
伝
灯
・
広
灯
・
続
灯
・
普
灯
、
及
び
諸
師
の
別
録
を
披
く

に
、
未
だ
曾
て
和
尚
の
風
鈴
の
頌
に
如
く
も
の
の
有
る
こ
と
を
得
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三
八

ず
。」（
全
下
三
八
五
）
と
述
べ
、
高
く
評
価
し
て
い
る（
（（
（

。「
摩
訶
般
若

波
羅
蜜
」
巻
で
は
、
こ
の
「
風
鈴
頌
」
が
引
用
さ
れ
、
そ
の
あ
と
で
道

元
が
解
釈
を
展
開
す
る
。
本
文
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

先
師
古
仏
云
く
、「
渾
身
似
口
掛
虚
空
、
不
問
東
西
南
北
風
、
一
等

為
他
談
般
若
、
滴
丁
東
了
滴
丁
東
。」（
渾
身
口
に
似
て
虚
空
に
掛
り
、

東
西
南
北
の
風
を
問
は
ず
、
一
等
他
の
為
め
に
般
若
を
談
ず
。
滴
丁
東

了
滴
丁
東
。）

　

こ
れ
仏
祖
嫡
嫡
の
談
般
若
な
り
。
渾
身
般
若
な
り
、
渾
他
般
若
な
り
、

渾
自
般
若
な
り
、
渾
東
西
南
北
般
若
な
り
。（
全
上
一
二
）

　

こ
の
頌
で
は
、
禅
院
の
屋
根
の
下
の
四
隅
に
付
ら
れ
て
い
る
金
属
製

の
風
鈴
が
、
理
想
的
な
禅
者
の
在
り
方
と
重
ね
ら
れ
て
讃
嘆
さ
れ
て
い

る
。
ま
ず
、「
渾
身
」
と
は
全
身
で
と
い
う
意
味
で
、
風
鈴
が
そ
の
全

体
を
挙
げ
、
全
身
を
口
に
し
て
「
虚
空
」
に
下
が
り
、
そ
し
て
吹
く
風

が
、
東
西
南
北
、
ど
こ
か
ら
の
風
で
あ
ろ
う
と
も
、「
一
等
」
に
、
他

者
の
た
め
に
「
般
若
」
を
述
べ
伝
え
て
い
る（
（（
（

。「
滴
丁
東
了
滴
丁
東
」

と
い
う
の
は
、
風
鈴
の
発
す
る
金
属
音
を
あ
ら
わ
す
擬
声
語
で
あ
る（
（（
（

。

　

こ
こ
で
は
、
禅
院
の
風
鈴
が
全
身
を
挙
げ
て
「
虚
空
」
に
掛
か
っ

て
、
そ
の
音
で
「
般
若
」
を
語
り
、
人
々
を
教
え
導
い
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。「
虚
空
」
と
は
「
空
」
に
通
じ
、
存
在
が
固

定
的
な
実
体
で
は
な
く
て
、
他
と
の
関
係
の
中
で
成
立
し
て
い
る
（
縁

起
）
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
、
さ
ら
に
は
、
存
在
の
根
源
に
見
出
さ
れ

る
無
分
節
の
は
た
ら
き
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
般
若
を
談
ず
」

と
は
、
風
鈴
に
修
行
者
の
在
り
方
を
託
し
て
、
修
行
者
自
身
が
、
全
身

を
挙
げ
て
行
を
な
し
つ
つ
「
空
」
で
あ
る
自
分
の
在
り
方
に
徹
し
、
さ

ら
に
、
自
己
の
「
空
―
縁
起
」
の
在
り
方
を
、
他
者
に
対
し
て
も
語
り

伝
え
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
自
利
と
利
他

を
兼
ね
備
え
た
禅
者
の
在
り
方
が
「
無
情
説
法
」
と
し
て
語
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
道
元
は
、
こ
の
「
風
鈴
頌
」
に
対
し
て
「
こ
れ
仏
祖
嫡
嫡

の
談
般
若
な
り
。
渾
身
般
若
な
り
、
渾
他
般
若
な
り
、
渾
自
般
若
な
り
、

渾
東
西
南
北
般
若
な
り
。」
と
述
べ
る
。「
仏
祖
嫡
嫡
の
談
般
若
な
り
」

と
い
う
の
は
、
全
身
で
般
若
の
風
を
受
け
て
そ
れ
を
分
節
し
て
語
る
あ

り
よ
う
を
指
し
て
お
り
、
諸
仏
も
祖
師
た
ち
も
、
皆
、
般
若
を
語
り
続

け
、
家
系
が
嫡
子
か
ら
嫡
子
へ
と
粛
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
よ
う
に

（「
嫡
嫡
」）、
仏
法
も
、
代
々
、
正
し
く
伝
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の

時
は
、「
渾
身
般
若
な
り
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
全
身
を
あ
げ
て
行

じ
、
力
を
こ
め
て
「
般
若
」
を
語
り
自
ら
「
般
若
」
を
体
現
し
続
け
る

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
成
り
立
つ
時
に
は
、
自
己
の
身
心
と
他
者
の

身
心
は
深
層
に
お
い
て
相
互
相
依
的
に
は
た
ら
き
あ
っ
て
一
如
を
な
し

て
い
る
。
こ
の
自
他
一
如
を
表
現
す
る
た
め
に
、
道
元
は
「
渾
身
般
若

な
り
」
を
さ
ら
に
敷
衍
し
て
、「
渾
他
般
若
な
り
、
渾
自
般
若
な
り
」

と
展
開
す
る
。
こ
れ
は
、「
渾
身
般
若
」
の
身
と
は
、
自
他
一
如
の
立
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三
九

場
か
ら
は
、
自
で
も
あ
り
他
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

そ
し
て
最
後
に
「
渾
東
西
南
北
般
若
な
り
」
と
言
わ
れ
る
の
は
、
そ
の

自
他
は
、
世
界
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
存
在
と
も
連
動
し
て
相
互
相
依
的

に
は
た
ら
き
合
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
含
意
し
て
い
る
。
世
界
全
体

と
い
う
こ
と
を
、「
東
西
南
北
」
す
な
わ
ち
「
東
も
西
も
南
も
北
も
」

と
い
う
こ
と
で
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
自
身
「
虚
空
」

で
あ
り
つ
つ
「
虚
空
」
を
語
る
在
り
よ
う
こ
そ
が
、「
般
若
波
羅
蜜
」

の
現
成
な
の
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
こ
と
は
『
正
法
眼
蔵
』
中
の
「
虚
空
」
巻
で
も
「
し
か
あ
れ

ば
す
な
は
ち
、
仏
祖
は
と
も
に
講
経
者
な
り
。
講
経
は
か
な
ら
ず
虚
空

な
り
。
虚
空
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
一
経
も
講
ず
る
こ
と
を
え
ざ
る
な
り
。

心
経
を
講
ず
る
に
も
、
身
経
を
講
ず
る
に
も
、
と
も
に
虚
空
も
て
講
ず

る
な
り
。
虚
空
も
て
思
量
を
現
成
し
、
不
思
量
を
現
成
せ
り
。（
中
略
）

作
仏
作
祖
、
お
な
じ
く
虚
空
な
る
べ
し
。」（
全
上
五
六
三
）
と
言
及
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
空
」（「
虚
空
」）
を
説
く
『
般
若
心
経
』

（「
心
経
」）
を
講
説
す
る
（「
講
経
」）
に
あ
た
っ
て
は
、
自
分
自
身
が

「
空
」
を
体
現
し
て
説
く
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
空
を
体
現
す
る
と

は
、
ま
さ
に
、
無
分
節
か
ら
の
分
節
（「
空
」
か
ら
の
現
成
）
で
あ
る

自
己
を
自
覚
し
て
、「
空
」
に
基
づ
い
て
表
現
し
て
行
く
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
仏
祖
は
代
々
「
空
」
を
説
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
法
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
４
】『
大
般
若
経
』
讃
般
若
品
の
引
用
と
そ
れ
に
対
す
る

　
　

  

道
元
の
解
釈

　

ま
ず
、
本
文
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

釈
迦
牟
尼
仏
の
言
く
。「
舍
利
子
、
是
の
諸
の
有
情
、
此
の
般
若
波

羅
蜜
多
に
於
て
、
仏
の
住
し
た
ま
ふ
が
如
く
供
養
し
礼
敬
す
べ
し
。
般

若
波
羅
蜜
多
を
思
惟
す
る
こ
と
、
応
に
仏
薄
伽
梵
を
供
養
し
礼
敬
す
る

が
如
く
す
べ
し
。
所
以
は
何
。
般
若
波
羅
蜜
多
は
、
仏
薄
伽
梵
に
異
な

ら
ず
、
仏
薄
伽
梵
は
般
若
波
羅
蜜
多
に
異
な
ら
ず
。
般
若
波
羅
蜜
多
は

即
ち
是
れ
仏
薄
伽
梵
な
り
。
仏
薄
伽
梵
は
即
ち
是
れ
般
若
波
羅
蜜
多
な

り
。
何
を
以
て
の
故
に
。
舍
利
子
、
一
切
の
如
来
応
正
等
覚
は
、
皆
般

若
波
羅
蜜
多
よ
り
出
現
す
る
こ
と
を
得
る
が
故
に
。
舍
利
子
、
一
切
の

菩
薩
摩
訶
薩
、
独
覚
、
阿
羅
漢
、
不
還
、
一
来
、
預
流
等
は
、
皆
般
若

波
羅
蜜
多
に
よ
り
て
出
現
す
る
こ
と
を
得
る
が
故
に
。
舍
利
子
、
一
切

世
間
の
十
善
業
道
、
四
静
慮
、
四
無
色
定
、
五
神
通
は
、
皆
般
若
波
羅

蜜
多
に
よ
り
て
出
現
す
る
こ
と
を
得
る
が
故
に
。」

　

し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
仏
薄
伽
梵
は
般
若
波
羅
蜜
多
な
り
、
般
若

波
羅
蜜
多
は
是
諸
法
な
り
。
こ
の
諸
法
は
空
相
な
り
、
不
生
不
滅
な

り
、
不
垢
不
淨
、
不
増
不
減
な
り
。
こ
の
般
若
波
羅
蜜
多
の
現
成
せ
る

は
、
仏
薄
伽
梵
の
現
成
せ
る
な
り
。

　

問
取
す
べ
し
、
参
取
す
べ
し
。
供
養
礼
敬
す
る
、
こ
れ
仏
薄
伽
梵
に
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四
〇

奉
覲
承
事
す
る
な
り
。
奉
覲
承
事
の
仏
薄
伽
梵
な
り
。（
全
上
一
二
～

一
三
）

　

ま
ず
、『
大
般
若
経
』
讃
般
若
品
か
ら
の
引
用
の
概
要
を
確
認
し
て

お
く
。
釈
迦
牟
尼
が
、
智
慧
第
一
を
謳
わ
れ
た
弟
子
舎
利
弗
に
対
し
て

次
の
よ
う
に
言
っ
た
。「
生
き
と
し
生
け
る
も
の
た
ち
は
、
般
若
波
羅

蜜
多
に
対
し
て
、
仏
が
お
ら
れ
る
か
の
よ
う
に
供
養
し
、
礼
敬
す
べ
き

で
あ
る
。
般
若
波
羅
蜜
多
に
つ
い
て
無
分
別
智
に
よ
っ
て
把
握
（「
思

惟
」）
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
仏
を
供
養
し
礼
敬
す
る
よ
う
に
す
べ
き

で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
般
若
波
羅
蜜
多
は
、
仏
に
異
な
ら
ず
、

仏
は
般
若
波
羅
蜜
多
に
異
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
般
若
波
羅
蜜
多
は
仏
そ

の
も
の
で
あ
り
、
仏
は
般
若
波
羅
蜜
多
そ
の
も
の
な
の
だ
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
、
一
切
の
仏
は
、
皆
、
般
若
波
羅
蜜
多
か
ら
出
現
し
て
い
る
か

ら
だ
。
さ
ら
に
、
一
切
の
菩
薩
、
そ
し
て
独
覚
、
阿
羅
漢
な
ど
の
い
わ

ゆ
る
小
乗
仏
教
の
聖
者
た
ち
も
、
皆
、
般
若
波
羅
蜜
多
か
ら
出
現
し
て

い
る
か
ら
な
の
だ
。
一
切
世
間
の
十
善
業
道
、
四
静
慮
、
四
無
色
定
、

五
神
通
な
ど
の
小
乗
仏
教
以
来
の
基
本
教
理
も
皆
、
般
若
波
羅
蜜
多
か

ら
出
現
し
て
い
る
か
ら
な
の
だ（
（（
（

。」

　

こ
こ
で
、
道
元
は
、
す
で
に
第
二
節
の
『
大
般
若
経
』
著
不
著
相
品

か
ら
の
引
用
で
言
及
さ
れ
て
い
た
「
敬
礼
」（
＝
礼
敬
）
に
関
し
て
、

重
ね
て
讃
般
若
品
か
ら
も
引
用
を
行
っ
て
い
る
。「
敬
礼
」
と
は
、「
仏

薄
伽
梵（
（（
（

」（
＝
仏
）
と
い
う
具
体
的
な
も
の
に
対
す
る
帰
依
で
あ
る
の

だ
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
そ
の
具
体
的
な
仏
と
は
、
実
は
、「
般
若
波

羅
蜜
」
と
い
う
根
源
的
な
無
分
節
の
一
つ
の
立
ち
現
れ
（
現
成
）
に
他

な
ら
な
い
。「
般
若
波
羅
蜜
」
と
仏
と
は
、
本
来
、
同
体
な
の
で
あ

る
。
同
体
で
あ
り
つ
つ
、
般
若
波
羅
蜜
の
現
れ
、
分
節
し
た
も
の
が
仏

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、「
仏
薄
伽
梵
」
の
み
な
ら
ず
、
菩
薩

や
独
覚
、
阿
羅
漢
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
小
乗
仏
教
の
聖
者
た
ち
も
、
皆
、

般
若
波
羅
蜜
の
立
ち
現
れ
に
他
な
ら
ず
、
ま
た
、
十
善
業
道
、
四
静

慮
、
四
無
色
定
、
五
神
通
な
ど
の
小
乗
仏
教
以
来
の
基
本
教
理
も
皆
、

般
若
波
羅
蜜
の
立
ち
現
れ
で
あ
る
と
、『
大
般
若
経
』
は
言
う
の
で
あ

る
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
引
用
を
解
釈
す
る
と
と
も
に
、「
摩
訶
般
若
波

羅
蜜
」
巻
全
体
の
ま
と
め
と
し
て
、
道
元
は
、
ま
ず
「
仏
薄
伽
梵
は
般

若
波
羅
蜜
多
な
り
、
般
若
波
羅
蜜
多
は
是
諸
法
な
り
。」
と
展
開
す
る
。

『
大
般
若
経
』
原
文
に
は
「
般
若
波
羅
蜜
多
は
即
ち
是
れ
仏
薄
伽
梵
な

り
。
仏
薄
伽
梵
は
即
ち
是
れ
般
若
波
羅
蜜
多
な
り
。」
と
書
か
れ
て
い

て
、「
般
若
波
羅
蜜
」
と
「
仏
薄
伽
梵
」
と
の
一
体
性
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
だ
け
で
、「
諸
法
」
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
は
い
な
い
。
そ
れ

に
対
し
て
道
元
は
、「
仏
薄
伽
梵
は
般
若
波
羅
蜜
多
な
り
」
と
し
て
、

「
仏
薄
伽
梵
」
と
い
う
個
別
的
な
対
象
は
、
実
は
無
分
節
の
「
般
若
波

羅
蜜
」
を
そ
の
根
源
と
し
て
い
る
と
言
っ
た
上
で
、
さ
ら
に
、「
般
若

波
羅
蜜
多
は
是
諸
法
な
り
」
と
言
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
般
若
波
羅

蜜
」
か
ら
「
諸
法
」
が
立
ち
現
れ
る
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
「
諸
法
」
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の
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

　

確
か
に
、
第
二
節
の
『
大
般
若
経
』
著
不
著
相
品
か
ら
の
引
用
に
は

「
諸
法
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
て
は
い
る
。「
我
れ
甚
深
般
若
波
羅
蜜

多
を
敬
礼
す
べ
し
。
此
の
中
に
諸
法
の
生
滅
無
し
と
雖
も
、
而
も
戒

蘊
、
定
蘊
、
慧
蘊
、
解
脱
蘊
、
知
見
蘊
の
施
設
可
得
有
り
。（
後
略
）」

と
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
「
諸
法
」
は
、『
般
若
心
経
』
の
「
是
諸
法
空

相
。
不
生
不
滅
」
に
基
き
、「
諸
存
在
」
と
い
う
意
味
を
響
か
せ
つ
つ

も
、「
戒
蘊
、
定
蘊
、
慧
蘊
、
解
脱
蘊
、
知
見
蘊
」
か
ら
は
じ
ま
っ
て

「
無
上
正
当
菩
提
」
な
ど
の
、
仏
道
に
お
け
る
教
理
に
関
わ
っ
て
述
べ

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
「
法
」
は
直
接
的
に
は
「
教
法
」
と
か

「
教
え
」
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し

て
、
道
元
が
、
こ
こ
第
四
節
で
言
及
す
る
「
法
」
は
、
結
論
を
先
取
り

し
て
言
え
ば
、「
教
法
」
で
は
な
く
て
、「
存
在
」
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
の
点
に
道
元
の
独
自
性
が
現
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

で
は
、
な
ぜ
こ
の
「
諸
法
」
を
「
教
法
」
で
は
な
く
て
「
存
在
」
と

解
釈
で
き
る
の
か
と
い
う
と
、「
仏
薄
伽
梵
は
般
若
波
羅
蜜
多
な
り
、

般
若
波
羅
蜜
多
は
是
諸
法
な
り
。」
と
言
っ
た
直
後
に
、
道
元
が
、「
こ

の
諸
法
は
空
相
な
り
、
不
生
不
滅
な
り
、
不
垢
不
淨
、
不
増
不
減
な

り
。」
と
続
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
、
明
ら
か
に
『
般

若
心
経
』
の
「
是
諸
法
空
相
。
不
生
不
滅
。
不
垢
不
浄
。
不
増
不
減
」

を
踏
襲
し
て
い
る
。『
般
若
心
経
』
の
文
脈
に
お
い
て
は
「
諸
法
」

は
、
五
蘊
（
色
・
受
・
想
・
行
・
識
）
そ
し
て
五
蘊
に
よ
っ
て
成
立
し

て
い
る
具
体
的
存
在
者
、
個
物
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
、『
般
若

心
経
』
の
こ
の
文
脈
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
道
元
は
、「
般
若
波

羅
蜜
」
か
ら
、
諸
存
在
が
立
ち
現
れ
る
と
い
う
意
味
を
、『
大
般
若

経
』
の
引
用
文
に
上
書
き
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
ま
た
、
第
一
節
で
道
元
が
、「
般
若
」
を
「
～
枚
」
と
し
て
表
現

す
る
時
に
、「
三
時
」
や
「
六
大
」
な
ど
に
つ
い
て
も
「
阿
耨
多
羅
三

藐
三
菩
提
」
な
ど
と
並
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
、
具
体
的
個
物
の
現
成

を
重
視
す
る
道
元
の
思
惟
の
特
性
が
現
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で

も
、
根
源
的
無
分
節
か
ら
の
立
ち
現
れ
（
現
成
）
と
い
う
論
点
が
ま
た

し
て
も
現
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
無
分
節
な
る
「
空
」（
＝
「
般
若
波
羅
蜜
」）
と
し
て

の
根
源
か
ら
の
立
ち
現
れ
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
に
続
く
「
こ
の
般
若

波
羅
蜜
多
の
現
成
せ
る
は
、
仏
薄
伽
梵
の
現
成
せ
る
な
り
」
と
い
う
一

文
に
も
よ
く
現
れ
て
い
る
。「
現
成
」
と
い
う
言
葉
は
、
原
典
の
『
大

般
若
経
』
に
は
見
ら
れ
な
い
言
葉
で
あ
り
、
道
元
が
追
加
し
た
言
葉
な

の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
全
巻
を
道
元
は
、「
問
取
す
べ
し
、
参
取
す
べ
し
。
供
養

礼
敬
す
る
、
こ
れ
仏
薄
伽
梵
に
奉
覲
承
事
す
る
な
り
。
奉
覲
承
事
の
仏

薄
伽
梵
な
り
。」
と
締
め
く
く
る
。
こ
の
「
奉
覲
」「
承
事
」
と
は
、

『
正
法
眼
蔵
』
に
し
ば
し
ば
出
て
く
る
言
葉
で
あ
り
、「
奉
覲
」
は
仏
に

お
目
に
か
か
る
こ
と
で
あ
り
、「
承
事
」
は
仏
に
随
順
し
奉
仕
す
る
こ

と
を
意
味
し
て
お
り
、
い
ず
れ
の
言
葉
も
、
仏
道
を
体
す
る
師
と
出
会
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い
、
そ
の
教
え
を
受
け
継
い
で
い
く
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
つ（
（（
（

。
そ

の
こ
と
を
踏
ま
え
て
こ
の
部
分
を
解
釈
し
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
道
元
は
「
問
い
な
さ
い
。
参
究
し
な
さ
い
」
と
言
う
。
こ
の

言
葉
は
、
道
元
が
「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻
を
「
示
衆
」
し
た
僧
た
ち

に
呼
び
か
け
る
言
葉
で
あ
る
と
言
え
る（
（（
（

。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
説
明
し

て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
道
元
自
身
の
弟
子
の
僧
た
ち
に
自
ら
熟
考
す

る
こ
と
を
促
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
に
呼
び
か
け
た

上
で
、「
供
養
礼
敬
す
る
、
こ
れ
仏
薄
伽
梵
に
奉
覲
承
事
す
る
な
り
。

奉
覲
承
事
の
仏
薄
伽
梵
な
り
。」
と
全
巻
を
結
ぶ
。
こ
れ
は
、
道
元

が
、
こ
の
「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
の
巻
全
体
を
通
し
て
主
張
し
た
い
結

論
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

道
元
は
、
こ
れ
ま
で
本
稿
に
お
い
て
説
明
し
た
と
お
り
、
す
で
に
『
大

般
若
経
』
の
「
是
の
諸
の
有
情
、
此
の
般
若
波
羅
蜜
多
に
於
て
、
仏
の

住
し
た
ま
ふ
が
如
く
供
養
し
礼
敬
す
べ
し
。」（
讃
般
若
品
）
や
「
我
れ

甚
深
般
若
波
羅
蜜
多
を
敬
礼
す
べ
し
。」（
著
不
著
相
品
）
を
引
用
し
、

そ
れ
ぞ
れ
、「
般
若
波
羅
蜜
」
に
対
し
て
「
供
養
」「
礼
敬
」
す
る
こ
と

は
、
諸
法
や
仏
と
い
う
具
体
的
な
も
の
に
対
し
て
「
供
養
」「
敬
礼
」

す
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
無
分
節
な
る
「
空
―
縁

起
」
で
あ
る
「
般
若
波
羅
蜜
」
が
、
具
体
的
事
物
事
象
と
「
現
成
」
し

て
き
て
お
り
、
そ
の
具
体
的
事
物
事
象
に
対
し
て
、
自
分
自
身
も
「
般

若
波
羅
蜜
」
の
「
現
成
」
で
あ
る
修
行
者
た
ち
が
「
供
養
」「
敬
礼
」

す
る
の
で
あ
る
。
無
分
節
か
ら
の
「
現
成
」
と
し
て
の
修
行
者
が
、
同

じ
く
「
現
成
」
し
立
ち
現
れ
て
い
る
仏
を
「
供
養
」「
礼
拝
」
す
る
。

そ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
自
己
も
仏
も
、
無
分
節
の
真
理
で
あ
る
「
般
若

波
羅
蜜
」
と
い
う
根
源
を
共
有
す
る
と
い
う
意
味
で
一
つ
の
も
の
と
し

て
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
を
自
覚
す
る
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、「
問
取
」
し
、「
参
取
」
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
提
示
さ
れ

た
「
仏
に
奉
覲
承
事
す
る
な
り
。
奉
覲
承
事
の
仏
薄
伽
梵
な
り
。」
に

つ
い
て
、
考
え
て
み
よ
う
。
道
元
は
、
結
び
の
言
葉
と
し
て
、
修
行
者

た
ち
（
こ
の
中
で
も
特
に
、「
示
衆
」
の
対
象
で
あ
る
弟
子
た
ち
）

に
、
彼
ら
が
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
「
供
養
礼
敬
」
と
い
う
実
践
に
つ

い
て
、
そ
れ
は
、
仏
に
ま
み
え
仕
え
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
と
告
げ

る
。
上
述
の
よ
う
に
、『
大
般
若
経
』
が
語
る
「
般
若
波
羅
蜜
」
に
対

す
る
「
供
養
」「
礼
敬
」
を
、
道
元
は
、
具
体
的
個
物
の
現
成
と
い
う

視
点
か
ら
、
仏
に
対
す
る
「
供
養
」「
礼
敬
」
へ
と
展
開
さ
せ
た
。
こ

の
こ
と
を
反
映
す
る
言
葉
が
、「（
般
若
波
羅
蜜
を
供
養
礼
敬
す
る
と

は
）
仏
に
奉
覲
承
事
す
る
な
り
。」
で
あ
り
、
そ
の
上
で
、
最
後
に

「
奉
覲
承
事
の
仏
薄
伽
梵
な
り
。」
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
「
奉
覲
承
事
の

仏
薄
伽
梵
な
り
。」
の
文
は
、
仏
に
「
奉
覲
承
事
」
す
る
修
行
者
こ
そ

が
、
実
は
仏
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
仏
と

は
、
自
己
の
外
に
あ
る
礼
拝
対
象
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
え
た
と
し
て

も
、
実
は
、
自
己
と
同
一
の
「
無
分
節
」
の
根
源
か
ら
の
立
ち
現
れ
で

あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
自
己
は
根
源
を
志
向
す
る
実
践
で
あ
る
修
行
に

お
い
て
は
、
仏
と
同
体
な
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
こ
れ
は
、
道
元
思
想
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の
中
軸
で
も
あ
る
「
修
証
一
等
」
の
主
張
で
あ
る
。

　

以
上
、「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
前

述
の
よ
う
に
、
本
巻
は
、
七
五
巻
本
で
も
六
〇
巻
本
で
も
「
現
成
公

案
」
巻
と
「
仏
性
」
巻
の
間
に
置
か
れ
て
お
り
、
短
い
巻
な
が
ら
も
、

独
自
の
存
在
感
を
放
っ
て
い
る
。
拙
論
を
結
ぶ
に
あ
た
っ
て
、
本
巻

が
、『
正
法
眼
蔵
』
の
構
成
全
体
の
中
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
特
に
そ
の
前
後
の
巻
で
あ
る
、「
現
成

公
案
」
巻
や
「
仏
性
」
巻
と
の
関
係
に
着
目
し
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、「
現
成
公
案
」
巻
と
の
関
係
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。「
現
成
公

案
」
巻
は
、
道
元
の
手
に
よ
っ
て
『
正
法
眼
蔵
』
全
巻
の
劈
頭
に
置
か

れ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
鎮
西
（
大
宰
府
）
の
俗
弟
子

の
楊
光
秀
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
俗
人
に
与
え
た
と
い
う
こ
と
は
、
俗

世
か
ら
仏
道
世
界
へ
の
移
行
が
意
識
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、「
出

家
」
巻
で
結
ば
れ
る
『
正
法
眼
蔵
』
七
五
巻
の
構
想
に
お
い
て
要
と
も

な
る
巻
で
あ
る
。
拙
論
に
お
い
て
も
か
つ
て
論
じ
た
よ
う
に
、
そ
の
冒

頭
の
数
節
に
は
、『
正
法
眼
蔵
』
の
基
本
的
な
枠
組
み
が
提
示
さ
れ
る

な
ど
、『
正
法
眼
蔵
』
の
精
髄
を
簡
潔
に
表
し
て
い
る（
（（
（

。

　

拙
論
の
要
点
を
記
し
て
お
け
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。「
現
成
公
案
」

巻
の
冒
頭
「
諸
法
の
仏
法
な
る
時
節
、
す
な
は
ち
迷
・
悟
あ
り
、
修
行

あ
り
、
生
あ
り
、
死
あ
り
、
諸
仏
あ
り
、
衆
生
あ
り
。
万
法
と
も
に
わ

れ
に
あ
ら
ざ
る
時
節
、
ま
ど
ひ
な
く
、
さ
と
り
な
く
、
諸
仏
な
く
、
衆

生
な
く
、
生
な
く
、
滅
な
し
。」（
全
上
七
）
の
う
ち
の
、「
諸
法
の
仏

法
な
る
時
節
」
は
、「
人
が
仏
道
の
教
え
に
ふ
れ
、
仏
道
を
志
す
そ
の

端
緒
」
を
意
味
す
る
。
そ
の
時
、
人
は
、
仏
道
の
観
点
か
ら
事
物
事
象

に
対
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
人
に
と
っ
て
は
、
克
服
す
べ
き
迷
い

（
＝
「
生
死
」）
と
目
指
す
べ
き
「
さ
と
り
」
が
あ
り
、
自
ら
の
衆
生
と

し
て
の
在
り
方
の
彼
方
に
、
仏
や
「
さ
と
り
」
が
臨
み
見
ら
れ
る
。
人

は
こ
の
よ
う
な
出
発
点
か
ら
修
行
を
始
め
て
、
あ
る
時
に
、
自
己
が
、

あ
る
と
執
着
し
て
い
た
も
の
は
す
べ
て
実
体
性
が
な
い
と
気
付
く
。
こ

れ
が
、
仏
道
に
お
け
る
「
さ
と
り
」
で
あ
る
。
自
己
も
他
の
存
在
も
、

あ
ら
ゆ
る
分
節
さ
れ
た
も
の
は
、
実
は
皆
、
無
分
節
な
る
根
源
的
次
元

か
ら
の
立
ち
現
れ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
自
ら
の
根
源
に
、
自
他
が
相
互

相
依
的
に
一
体
化
す
る
無
分
節
の
次
元
（「
空
―
縁
起
」
の
次
元
）
が

自
覚
さ
れ
る
。
そ
の
時
、
自
己
が
目
指
し
て
い
た
も
の
（
＝
「
さ
と

り
」）
は
実
は
自
己
の
基
盤
で
あ
っ
た
と
い
う
循
環
構
造
が
あ
ら
わ
に

な
る
。
こ
の
「
空
―
縁
起
」
の
次
元
と
は
、
無
分
節
と
い
う
意
味
で
、

迷
悟
も
生
死
も
衆
生
と
仏
も
な
い
「
万
法
と
も
に
わ
れ
に
あ
ら
ざ
る
時

節
」
な
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
こ
の
二
つ
の
次
元
を
超
え
て
さ
ら
に
第
三
の
次
元
が
開
け
て

来
る
。
そ
の
次
元
に
つ
い
て
道
元
は
、
先
の
引
用
に
続
け
て
「
仏
道
も

と
よ
り
豊
・
倹
よ
り
跳
出
せ
る
ゆ
ゑ
に
、
生
・
滅
あ
り
、
迷
・
悟
あ

り
、
生
・
仏
あ
り
。」（
全
上
七
）
と
言
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
無
分
節

で
あ
り
あ
ら
ゆ
る
二
元
相
対
を
超
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
（「
豊
・
倹
よ
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り
跳
出
せ
る
ゆ
ゑ
に
」）、
そ
こ
か
ら
分
節
の
世
界
が
も
う
一
度
立
ち
現

れ
て
く
る
（「
生
・
滅
あ
り
、
迷
・
悟
あ
り
、
生
・
仏
あ
り
」）
と
い
う

の
で
あ
る
。「
空
」
な
る
無
分
節
の
世
界
か
ら
立
ち
現
れ
る
分
節
の
世

界
は
、
具
体
的
な
世
界
で
あ
り
、
出
発
点
（
＝
諸
法
の
仏
法
な
る
時

節
）
に
お
け
る
世
界
と
外
延
を
同
じ
く
し
つ
つ
も
、
そ
こ
に
は
執
着
さ

れ
る
べ
き
何
物
も
な
く
、
す
な
わ
ち
固
定
的
実
体
は
存
在
せ
ず
、
あ
ら

ゆ
る
も
の
が
相
互
相
依
的
に
結
び
付
き
合
い
、
は
た
ら
き
合
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
お
い
て
は
、
自
己
が
生
き
る
こ
の
世
界
こ
そ
が

「
さ
と
り
」
の
世
界
で
あ
る
の
だ
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
別
の
角
度
か
ら
説
明
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な

る
。
あ
ら
ゆ
る
存
在
は
、
本
来
的
に
固
定
的
実
体
を
持
た
ず
、
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
も
の
と
相
互
相
依
的
に
結
び
合
い
は
た
ら
き
合
っ
て
全
体
を

な
し
て
い
る
。
そ
の
は
た
ら
き
合
い
を
担
う
、
相
対
的
に
自
立
的
な
も

の
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
他
と
の
偏
差
に
お
い
て
仮
に
存
在
す
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
も
の
自
体
が
常
に
他
と
の
関
係
に
お
い
て
移
り
変
わ
っ
て

い
る
。
こ
の
意
味
で
、
世
界
は
多
様
性
が
多
様
性
と
し
て
常
に
流
動
し

つ
つ
成
り
立
つ
、「
空
―
縁
起
」
の
世
界
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

　

し
か
し
、
世
俗
世
界
は
、
こ
の
流
動
を
固
定
化
さ
せ
そ
こ
に
名
を
付

す
る
。
名
付
け
ら
れ
た
当
の
も
の
は
常
に
移
り
変
わ
っ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
名
そ
れ
自
体
は
恒
常
的
な
も
の
で
あ
る
の
で
、
名
付
け
ら

れ
た
物
自
体
も
恒
常
的
な
も
の
だ
と
捉
え
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る

（
＝
「
自
心
自
性
は
常
住
な
る
か
と
あ
や
ま
る
」）（
全
上
八
）。
仏
道
修

行
と
は
、
こ
の
恒
常
性
を
打
破
し
、
名
付
け
以
前
の
世
界
、
つ
ま
り
、

流
動
的
世
界
へ
と
還
帰
す
る
実
践
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
日
常
世

界
が
、
分
節
を
固
定
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
世
界
で
あ
る
と

す
る
な
ら
ば
、
名
付
け
以
前
の
世
界
は
無
分
節
の
世
界
で
あ
る
と
言
え

る
。

　

そ
し
て
、「
さ
と
り
」
と
は
、
名
付
け
以
前
の
世
界
に
還
帰
す
る
こ

と
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
無
分
節
の
体
験
を
通

じ
て
、
ふ
た
た
び
、
分
節
の
世
界
が
立
ち
現
れ
て
く
る
（
＝
立
ち
表
し

て
い
く
）
の
で
あ
る
。
そ
の
世
界
は
、
分
節
さ
れ
つ
つ
分
節
が
固
定
さ

れ
て
い
な
い
分
節
即
無
分
節
、
無
分
節
即
分
節
の
世
界
と
言
い
得
る
。

「
現
成
公
案
」
と
は
、
端
的
に
い
う
と
こ
の
よ
う
な
世
界
が
立
ち
現

れ
、
個
々
の
具
体
的
存
在
が
、
分
節
即
無
分
節
、
無
分
節
即
分
節
と
し

て
成
立
す
る
こ
と
を
言
う
の
だ
。

　

以
上
の
論
点
を
踏
ま
え
て
、「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻
を
見
直
し
て

み
よ
う
。
こ
の
巻
の
主
題
で
あ
る
「
般
若
波
羅
蜜
」
と
は
、
無
分
別
智

の
成
就
で
あ
り
、「
無
分
節
」「
空
―
縁
起
」
と
い
う
言
葉
で
言
い
表
す

こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
道
元
は
、「
般
若
波
羅
蜜
」
か
ら
具
体
的

個
物
が
立
ち
現
れ
て
く
る
こ
と
を
重
要
な
論
点
と
し
て
打
ち
出
し
て
い

た
。
こ
の
論
点
は
、
ま
さ
に
「
現
成
公
案
」
と
重
な
る
。
道
元
は
、

「
現
成
公
案
」
と
構
造
的
に
は
同
じ
内
容
に
つ
い
て
、
大
乗
仏
教
の
基

本
経
典
で
あ
る
『
般
若
心
経
』
に
出
て
く
る
「
般
若
波
羅
蜜
」
と
い
う

概
念
を
手
が
か
り
と
し
て
説
明
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
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五

あ
る
。
立
ち
現
れ
る
個
物
の
具
体
性
の
表
現
が
、「
～
枚
」
で
あ
り
、

「
無
の
施
設
」
と
い
う
概
念
な
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
二
つ
の
巻
の
結
び
付
き
を
語
る
内
容
と
し
て
は
、「
現

成
公
案
」
巻
の
最
後
の
部
分
で
言
及
さ
れ
る
麻
浴
山
宝
徹
禅
師
の
「
風

性
常
住
」
の
公
案
と
、「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻
の
「
風
鈴
頌
」
の
呼

応
が
あ
る
。
宝
徹
禅
師
の
「
風
性
常
住
」
の
公
案
で
は
、「
仏
性
」
が

「
風
性
」
に
託
さ
れ
、「
風
性
常
住
」
で
あ
る
と
い
う
真
理
は
、
自
分
で

扇
ぎ
続
け
る
こ
と
で
し
か
顕
現
さ
れ
な
い
と
主
張
さ
れ
る
。「
仏
性
」

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
己
が
修
行
し
続
け
、
修
証
一
等
の
「
さ
と

り
」
を
立
ち
表
し
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
確
証
さ
れ
な
い
の
で
あ

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
風
鈴
頌
」
で
は
、
四
方
か
ら
の
風
を
受
け
て

風
鈴
が
鳴
り
続
け
る
こ
と
の
う
ち
に
、「
空
」（
＝
「
虚
空
」）
に
立
脚

し
て
、
他
者
に
「
空
」
を
説
き
続
け
、
自
ら
「
空
」
を
主
体
的
に
実
践

す
る
修
行
者
の
在
り
方
（
＝
師
如
浄
の
生
き
方
）
が
見
て
取
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
、「
空
」（
＝
虚
空
）
は
、
風
の
動
き
と
し
て
表
現
さ
れ
て
く

る
。「
空
」
と
は
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
な
単
な
る
無
分
節
で
は
な
く
て
、
常

に
分
節
化
す
る
動
き
を
は
ら
む
、
は
た
ら
き
の
充
溢
な
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
風
は
自
己
の
外
側
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
自
己
が
鳴
り
続
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
し
か
、
風
は
現
れ
て
は
こ
な
い
。
そ
れ
故
に
、
両
者
は

と
も
に
、「
風
」
を
実
現
す
る
こ
と
と
し
て
、
自
己
の
主
体
的
実
践
を

宣
揚
す
る
の
で
あ
る
。「
風
」（
＝
空
）
を
主
要
な
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し

て
、
両
巻
は
呼
応
し
合
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　

以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
両
巻
の
違
い
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
お
こ

う
。「
現
成
公
案
」
巻
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
俗
人
に
与
え
た
法
語
で

あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻
の
方
は
、
興
聖
寺

開
創
後
、
は
じ
め
て
の
夏
安
居
の
際
に
僧
た
ち
に
「
示
衆
」
し
た
も
の

で
あ
り
、
大
乗
仏
教
の
基
本
経
典
で
あ
る
『
般
若
心
経
』
に
依
拠
し
て

い
る
。「
現
成
公
案
」
巻
の
方
は
、
俗
人
に
、
仏
道
世
界
の
消
息
を
伝

え
る
と
い
う
大
き
な
目
的
を
持
ち
、
そ
の
世
界
の
成
り
立
ち
を
示
し
、

ま
た
そ
れ
と
の
関
わ
り
で
「
修
証
」
と
は
何
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻
の
方
は
、
僧
た
ち
が
日
常

的
に
行
っ
て
い
る
「
供
養
」「
礼
拝
」
な
ど
が
、
実
は
「
般
若
波
羅

蜜
」
に
対
し
て
「
供
養
」「
礼
拝
」
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
仏
も
ま
た

世
界
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
存
在
も
、
み
な
「
般
若
波
羅
蜜
」
の
「
現
成
」

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

　

両
者
の
狙
い
の
違
い
を
示
す
の
が
、
他
者
に
法
を
説
く
と
い
う
利
他

行
へ
の
言
及
の
有
無
で
あ
る
。「
現
成
公
案
」
巻
で
は
、「
修
証
」
や

「
仏
道
を
な
ら
ふ
」
と
い
う
こ
と
を
探
究
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
、
自

己
の
修
行
の
問
題
に
焦
点
を
当
て
て
道
元
は
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
、
他
者
へ
法
を
伝
え
る
と
い
う
問
題
は
明
示
的
に
は
語
ら
れ
て

い
な
い
。
こ
れ
は
俗
人
を
仏
道
へ
と
導
く
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ

る
と
い
う
本
巻
の
性
質
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、

僧
た
ち
に
「
示
衆
」
さ
れ
た
「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻
で
は
、「
風
鈴

頌
」
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
自
己
の
「
さ
と
り
」
を
他
者
へ
と
伝
え
る
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四
六

と
い
う
利
他
の
実
践
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
ま
た
、「
摩
訶
般
若
波

羅
蜜
」
巻
の
巻
末
で
、
仏
に
「
奉
覲
承
事
」
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己

自
身
が
「
奉
覲
承
事
」
す
る
仏
と
な
る
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
法
を
伝

え
て
い
く
仏
祖
の
系
譜
の
問
題
に
言
及
さ
れ
る
の
も
、
こ
の
巻
が
、
僧

た
ち
に
向
け
て
語
ら
れ
て
い
る
と
い
う
消
息
を
物
語
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
俗
人
に
向
け
た
「
現
成
公
案
」
巻
と
、
僧
に
向
け
た
「
摩

訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻
と
い
う
、
短
く
比
較
的
読
み
や
す
い
二
巻
を
導
入

部
と
す
る
か
た
ち
で
、「
仏
性
」
巻
が
説
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。「
仏
性
」

巻
は
、
内
容
的
に
も
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
ム
的
に
も
『
正
法
眼
蔵
』
中
屈
指
の

巻
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
経
典
や
語
録
か
ら
「
仏
性
」
に
ま
つ
わ
る
要

文
が
数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
解
釈
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
そ
れ
ら
の
要

文
に
は
独
創
的
な
解
釈
が
施
さ
れ
て
、
道
元
独
自
の
思
想
が
、
そ
の
真

骨
頂
と
も
言
う
べ
き
磨
き
抜
か
れ
た
文
体
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
る
の
だ
。

　

さ
て
、「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
般
若
波
羅
蜜
」

は
、「
仏
性
」
巻
で
は
「
仏
性
」
と
し
て
探
究
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。
こ
の

「
般
若
」
と
「
仏
性
」
と
の
共
通
性
を
探
っ
て
み
る
と
、
両
者
が
「
種

子
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
一
般
に
理
解
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
指

摘
で
き
る
。
た
と
え
ば
、「
般
若
」
に
関
し
て
、
道
元
は
、
他
の
巻
で

は
「
宿
殖
般
若
の
種
子
」
と
い
う
言
い
方
を
す
る
こ
と
が
多
く（
（（
（

、
そ
れ

は
、「
仏
性
」
が
一
般
的
に
「
種
子
」
と
理
解
さ
れ
た
こ
と
と
重
な
っ

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
道
元
は
仏
性
に
対
し
て
は
「
種
子
」
と
し
て
捉

え
る
考
え
方
を
明
ら
か
に
否
定
し
て
は
い
る
の
だ
が
、
し
か
し
、
仏
性

が
「
種
子
」
と
し
て
埋
め
込
ま
れ
た
も
の
と
い
う
一
般
的
イ
メ
ー
ジ
を

前
提
に
、
そ
れ
を
否
定
す
る
か
た
ち
で
道
元
の
立
論
が
な
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
言
え
る
の
で
あ
る
。「
般
若
」
も
「
仏
性
」
も
「
種
子
」

と
い
う
内
在
的
真
理
を
連
想
さ
せ
る
言
葉
で
あ
る
点
で
は
共
通
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻
に

お
け
る
「
般
若
」
と
い
う
言
葉
は
、「
仏
性
」
巻
に
お
け
る
「
種
子
」

と
し
て
の
「
仏
性
」
理
解
の
否
定
と
軌
を
一
に
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
存
在

者
の
根
源
に
あ
り
、
か
つ
、
そ
れ
ら
を
現
成
さ
せ
る
「
無
分
節
」
と
い

う
意
味
を
担
わ
せ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
般
若
波
羅
蜜
」
の
「
種

子
」
イ
メ
ー
ジ
を
超
え
た
本
質
的
理
解
が
、「
仏
性
」
巻
に
お
け
る
よ

り
根
源
的
か
つ
包
括
的
な
「
仏
性
」
解
釈
の
先
駆
け
と
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻
は
、「
現
成
公
案
」

で
言
及
さ
れ
た
、
無
分
節
か
ら
の
「
現
成
」
の
問
題
を
、「
般
若
波
羅

蜜
」
か
ら
の
諸
法
の
立
ち
現
れ
と
し
て
説
き
明
か
し
て
い
る
。
そ
れ
と

と
も
に
、「
般
若
波
羅
蜜
」
は
「
仏
性
」
へ
と
展
開
す
る
。
そ
の
際
、

「
般
若
波
羅
蜜
」
巻
で
示
さ
れ
た
独
自
の
「
般
若
波
羅
蜜
」
解
釈
は
、

「
仏
性
」
巻
に
お
け
る
内
在
的
な
「
種
子
」
と
し
て
の
「
仏
性
」
か

ら
、
よ
り
包
括
的
か
つ
根
源
的
無
分
節
と
し
て
の
「
仏
性
」
と
い
う
解

釈
を
先
取
り
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。『
正
法
眼

蔵
』
の
構
成
に
お
い
て
、「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻
は
こ
の
意
味
で
き

わ
め
て
重
要
な
巻
で
あ
る
と
言
え
る
の
だ
。
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四
七

【
付
記
】
本
稿
で
は
、
学
術
的
立
場
か
ら
の
論
考
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、

は
な
は
だ
僭
越
な
が
ら
道
元
禅
師
の
尊
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

本
稿
は
、
二
〇
一
五
年
一
月
二
六
日
開
催
の
駒
澤
大
学
仏
教
学
会
平

成
二
六
年
次
大
会
公
開
講
演
会
に
お
け
る
「『
正
法
眼
蔵
』「
現
成
公

案
」
巻
の
思
想
」
の
発
表
内
容
を
踏
ま
え
、「
現
成
公
案
」
巻
と
密
接

な
関
係
を
も
つ
「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ

る
。
当
日
の
講
演
内
容
の
概
略
に
関
し
て
は
、
拙
著
『
正
法
眼
蔵
入
門
』

（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、
平
成
二
六
年
）
一
九
～
五
四
頁
を
参
照
さ
れ

た
い
。

註（
１
）	

大
久
保
道
舟
『
修
訂
増
補　

道
元
禅
師
伝
の
研
究
』（
名
著
刊
行
会
、
昭

和
四
一
年
）
一
六
八
頁
、『
建
撕
記
』（
延
宝
本
、
訂
補
本
）（
河
村
孝
道

『
諸
本
対
校　

永
平
開
山
道
元
禅
師
行
状
建
撕
記
』、
大
修
館
書
店
、
昭
和

五
〇
年
、
三
一
頁
）
参
照
。

（
２
）	

道
元
の
教
団
で
は
、
道
元
が
中
国
で
身
を
も
っ
て
実
修
し
て
き
た
夏
安

居
が
四
月
中
旬
か
ら
七
月
中
旬
に
か
け
て
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
詳
細
は
、

『
正
法
眼
蔵
』「
安
居
」
巻
（
寛
元
三
年
夏
安
居
六
月
一
三
日
に
大
仏
寺
で

示
衆
）
や
『
永
平
広
録
』
に
散
見
す
る
結
夏
上
堂
や
解
夏
上
堂
の
記
事
か

ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。「
安
居
」
巻
で
道
元
は
、『
禅
苑
清
規
』
二
、
結

夏
章
に
基
づ
い
て
夏
安
居
の
詳
し
い
日
程
や
方
法
を
説
明
し
「
安
居
せ
ん

は
、
仏
祖
の
児
孫
と
し
る
べ
し
。
安
居
す
る
は
仏
祖
の
身
心
な
り
、
仏
祖

の
眼
睛
な
り
、
仏
祖
の
命
根
な
り
。」（
全
上
五
八
四
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
３
）	

七
五
巻
本
に
つ
い
て
は
、「
八
大
人
覚
」
巻
奥
書
の
懐
奘
の
記
述
や
、

「
現
成
公
案
」
巻
奥
書
の
「
建
長
壬
子
拾
勒
」
と
い
う
記
載
か
ら
、
道
元
の

親
撰
本
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
き
た
（
た
だ
し
後
半
は
非
親
撰
と
す
る
説

が
近
年
有
力
視
さ
れ
て
い
る
）。
六
〇
巻
本
に
つ
い
て
は
親
撰
説
も
非
親
撰

説
も
あ
り
定
ま
っ
て
い
な
い
。
両
者
の
配
列
は
共
通
の
部
分
も
多
く
、
特

に
第
一
「
現
成
公
案
」
巻
か
ら
第
二
七
「
夢
中
説
夢
」
巻
ま
で
は
数
巻
の

異
同
は
あ
る
も
の
の
ほ
ぼ
一
致
す
る
。『
正
法
眼
蔵
』
の
諸
本
に
つ
い
て
の

文
献
研
究
の
近
年
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
角
田
泰
隆
『
道
元
禅
師
の
思
想

的
研
究
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
五
年
）
五
一
～
一
三
二
頁
が
参
考
に
な
る
。

（
４
）	『
般
若
心
経
』
本
文
に
関
し
て
は
、
中
村
元
・
紀
野
一
義
訳
注
『
般
若
心

経
・
金
剛
般
若
経
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
六
〇
年
）
を
参
考
に
し
た
。
な
お
、

『
般
若
心
経
』
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
は
書
写
や
読
誦
の
功
徳
が
喧
伝
さ
れ
、

ま
た
内
容
的
考
究
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
。
主
な
伝
統
的
解
釈
書
と
し

て
は
、
智
光
『
般
若
心
経
述
義
』、
真
興
『
般
若
心
経
略
釈
』、
空
海
『
般

若
心
経
秘
鍵
』、
源
信
『
講
演
心
経
義
』、
蘭
渓
道
隆
『
般
若
心
経
注
』、
一

休
宗
純
『
般
若
心
経
解
』『
般
若
心
経
提
唱
』、
盤
珪
永
琢
『
般
若
心
経
鈔
』、

白
隠
慧
鶴
『
般
若
心
経
毒
語
』（『
毒
語
心
経
』）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
５
）	『
道
元
禅
師
全
集
』
上
（
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
四
年
）
一
一
頁
を
意
味
す

る
。
以
下
同
じ
。
本
文
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
段
落
分
け
、
句
読
点
、
漢

字
体
等
を
適
宜
改
変
し
、
漢
文
は
諸
本
を
参
考
に
し
て
私
見
に
よ
り
読
み



『
正
法
眼
蔵
』「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻
に
関
す
る
一
考
察
（
賴
住
）

四
八

下
し
た
。

（
６
）	

前
掲
『
道
元
禅
師
全
集
』（
筑
摩
書
房
）、『
道
元
禅
師
全
集
』（
春
秋
社
）、

岩
波
思
想
大
系
、
岩
波
文
庫
（
水
野
弥
穂
子
校
注
）
な
ど
主
だ
っ
た
『
正

法
眼
蔵
』
本
文
は
、
皆
、「
観
自
在
菩
薩
の
行
深
般
若
波
羅
蜜
多
時
は
、
渾

身
の
照
見
五
蘊
皆
空
な
り
」
と
す
る
。
ま
た
、
水
野
弥
穂
子
訳
注
『
原
文

対
照　

道
元
禅
師
全
集
第
一
巻
』（
春
秋
社
、
二
〇
〇
二
年
）
で
は
「「
観

自
在
菩
薩
」
の
「
行
深
般
若
波
羅
蜜
多
時
」
は
、
渾
身
の
「
照
見
五
蘊
皆

空
」
な
り
。」
と
し
て
、
こ
の
言
葉
が
『
般
若
心
経
』
の
引
用
で
あ
る
こ
と

を
強
調
し
て
い
る
。

（
７
）	『
永
平
広
録
註
解
全
書
』
下
（
同
刊
行
会
、
昭
和
三
八
年
、
鴻
盟
社
）
六

一
八
～
六
二
〇
頁
参
照
（
た
だ
し
私
見
に
よ
り
、
読
み
下
し
を
改
変
）。
な

お
、
門
鶴
本
に
は
「
聞
思
修
、
本
よ
り
証
心
の
間
、
豈
に
洞
中
に
聖
顔
の

現
ず
る
こ
と
を
覓
め
ん
や
。
我
、
告
げ
来
る
。
人
須
ら
く
自
ら
覚
る
べ
し
、

観
音
、
宝
陀
山
に
在
ら
ず
。」（
前
掲
書
六
一
八
頁
、
前
掲
『
道
元
禅
師
全

集
』
下
一
九
三
頁
）
と
あ
る
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
観
音
は
修
行
者
自
分

自
身
で
あ
り
、
外
に
帰
依
す
る
他
者
を
求
め
て
は
い
け
な
い
と
い
う
趣
旨

で
は
一
致
し
て
い
る
。

	

　

な
お
、
天
桂
伝
尊
は
、『
般
若
心
経
止
啼
銭
』
に
お
い
て
「
観
自
在
ト
ハ

異
人
ニ
ア
ラ
ズ
。
汝
、
諸
人
是
レ
ナ
リ
。
何
ヲ
カ
観
自
在
云
フ
。
眼
ヲ
開

ケ
バ
森
羅
万
象
ア
リ
ア
リ
と
ア
ラ
ワ
レ
、
耳
ニ
通
ズ
ル
コ
ト
ハ
無
量
ノ
音

声
間
断
ナ
シ
。
六
根
ミ
ナ
是
ノ
如
ク
千
万
無
量
ノ
事
、
一
事
ニ
対
ス
レ
ド

モ
、
一
ツ
ト
シ
テ
見
ヌ
事
ナ
ク
聞
ヌ
事
モ
ナ
シ
。
此
ノ
心
ノ
自
在
ナ
ル
コ

ト
、
言
詮
ノ
及
ブ
ベ
キ
ナ
シ
。（
中
略
）
是
ノ
如
ク
ニ
観
ズ
ル
コ
ト
ノ
自
在

ナ
ル
ユ
ヘ
ニ
、
各
人
ノ
自
己
ヲ
サ
シ
テ
観
自
在
菩
薩
ト
云
フ
ナ
リ
。」（
国

立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
収
、
天
桂
伝
尊
述
『
般

若
心
経
止
啼
銭
』、
明
治
九
年
。
コ
マ
番
号
一
三
、
一
四
。
私
見
に
よ
り
一

部
表
記
を
改
変
）
と
述
べ
、
観
自
在
菩
薩
を
各
個
人
だ
と
解
し
て
お
り
、

参
考
に
な
る
。

（
８
）	

諸
注
釈
も
こ
の
「
照
見
」
に
つ
い
て
は
対
象
的
な
も
の
で
は
な
い
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
古
註
の
う
ち
で
『
正
法
眼
蔵
私
記
』（
雑

華
蔵
海
［
一
七
三
〇
～
一
七
八
八
］
作
）
は
、「
今
の
照
見
も
、
能
見
所
見

の
義
に
非
ず
、
以
般
若
談
照
見
、
故
照
見
定
般
若
な
り
と
被
説
、
五
蘊
色

受
想
行
識
等
、
皆
般
若
と
談
な
り
、
打
任
て
は
此
五
蘊
を
皆
空
な
り
と
観

音
照
見
し
給
ふ
様
に
心
得
ぬ
べ
し
。
然
者
、
人
法
二
に
な
り
ぬ
べ
し
、
更

非
此
義
、
照
見
も
五
蘊
も
渾
身
も
般
若
と
談
ず
る
な
り
、
又
観
自
在
と
も

可
談
な
り
と
」マ
マ

能
所
に
あ
ら
ざ
る
を
あ
か
さ
ん
と
し
て
照
見
こ
れ
般
若
な

り
と
い
へ
り
」（『
正
法
眼
蔵
註
解
全
書
』
第
一
巻
（
同
刊
行
会
、
昭
和
三

一
年
、
一
五
八
頁
）
と
あ
り
、
参
考
に
な
る
。
ま
た
、
酒
井
得
元
（『
正
法

眼
蔵
〔
真
実
の
求
め
〕
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
の
巻
』
大
法
輪
閣
、
平
成
一
一

年
、
六
五
～
六
六
頁
）
に
「
で
す
か
ら
、
般
若
波
羅
蜜
の
と
こ
ろ
に
は
、

こ
れ
（
能
所
・
主
客
）
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
「
照
見
」
と
い
う
の
は
、

向
こ
う
を
見
る
と
い
う
関
係
で
は
な
い
。（
中
略
）
そ
れ
で
、「
渾
身
の
照

見
」
と
言
い
ま
す
と
、
こ
の
身
体
全
体
だ
。「
照
見
の
渾
身
」
こ
れ
だ
。
私

た
ち
の
身
体
と
い
う
も
の
は
尽
十
方
界
の
真
実
で
す
。
個
人
で
は
あ
り
ま



『
正
法
眼
蔵
』「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻
に
関
す
る
一
考
察
（
賴
住
）

四
九

せ
ん
。
個
人
は
そ
の
一
部
分
で
す
。「
照
見
」
は
、
申
し
ま
す
と
、
そ
の
時

の
活
動
全
体
だ
。
こ
の
活
動
全
体
は
「
五
蘊
皆
空
」
で
あ
る
と
、（
中
略
）

普
通
は
、『
般
若
心
経
』
は
、「
五
蘊
皆
空
な
り
と
照
見
す
る
」
と
こ
う
い

う
ふ
う
に
読
む
。
と
こ
ろ
が
『
眼
蔵
』
で
は
そ
う
い
う
ふ
う
に
読
ま
な
い

で
独
特
の
読
み
方
で
す
ね
、「
渾
身
の
照
見
」
と
こ
う
言
う
。「
渾
身
の
照

見
」
と
い
う
こ
と
で
、
意
味
が
全
然
違
っ
て
来
ま
し
て
ね
、
尽
十
方
界
そ

の
も
の
の
あ
り
方
が
、
こ
れ
が
そ
の
時
の
あ
り
方
、
活
動
が
「
渾
身
の
照

見
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
「
照
見
」
の
実
態
は
ど
う
い
う
こ
と
か

と
申
し
ま
す
と
、「
五
蘊
皆
空
」
で
あ
る
。」
と
あ
る
。
酒
井
氏
は
、「
照

見
」
が
対
象
的
観
照
で
は
な
く
、
全
身
体
を
あ
げ
て
の
活
動
（
修
行
）
で

あ
る
と
指
摘
し
、
さ
ら
に
「
渾
身
の
照
見
」
と
独
立
さ
せ
る
読
み
方
を
提

示
し
て
お
り
、
参
考
に
な
る
。

（
９
）	

た
と
え
ば
、「
山
水
経
」
の
末
尾
で
は
「
古
仏
云
、「
山
是
山
、
水
是

水
。」
こ
の
道
取
は
、
や
ま
こ
れ
や
ま
と
い
ふ
に
あ
ら
ず
、
山
こ
れ
や
ま
と

い
ふ
な
り
。
し
か
あ
れ
ば
、
や
ま
を
参
究
す
べ
し
、
山
を
参
窮
す
れ
ば
山

に
功
夫
な
り
。」（
全
上
二
六
七
）
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（
⓾
）	「
百
草
」
の
出
典
は
、
龐
居
士
と
そ
の
娘
霊
照
尼
の
問
答
中
の
「
明
々
百

草
頭
、
明
々
祖
師
意
」（『
統
要
集
』
三
、
龐
居
士
章
、『
真
字
正
法
眼
蔵
』

上
八
八
）（
全
下
二
一
五
）
で
あ
る
。

（
⓫
）	「
五
蘊
」
と
は
色
・
受
・
想
・
行
・
識
で
あ
り
、「
十
二
入
」
と
は
眼
・

耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
な
ど
の
器
官
す
な
わ
ち
六
根
と
、
色
・
声
・
香
・

味
・
触
・
法
な
ど
の
対
象
す
な
わ
ち
六
境
を
あ
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、「
十

八
界
」
と
は
、
十
二
入
に
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
識
な
ど
の
六
識
を

加
え
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
四
諦
と
は
苦
諦
・
集
諦
・
滅
諦
・
道
諦

で
あ
り
、
六
波
羅
蜜
は
、
布
施
・
淨
戒
・
安
忍
・
精
進
・
静
慮
・
般
若
で

あ
る
。
過
去
・
現
在
・
未
来
は
三
時
で
あ
り
、
地
・
水
・
火
・
風
・
空
・

識
は
六
大
、
行
・
住
・
坐
・
臥
は
四
威
儀
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
全
仏
教

に
渡
る
基
本
概
念
で
あ
る
。

（
⓬
）	

道
元
は
、「
仏
教
」
巻
で
は
「
一
者
声
聞
乗
、
四
諦
に
よ
り
て
得
道
す
」

（
全
上
三
一
〇
）
と
述
べ
て
お
り
、
道
元
に
お
い
て
は
四
諦
の
教
え
は
い
わ

ゆ
る
小
乗
仏
教
の
そ
れ
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
⓭
）	

戒
蘊
、
定
蘊
、
慧
蘊
、
解
脱
蘊
、
解
脱
知
見
蘊
は
「
五
分
法
身
」
で
あ

り
、
こ
の
五
つ
を
体
と
し
た
聖
者
や
仏
を
意
味
す
る
。
預
流
果
、
一
来
果
、

不
還
果
、
阿
羅
漢
果
を
「
四
果
」
と
言
い
、
小
乗
の
「
さ
と
り
」
の
諸
段

階
を
表
す
。「
独
覚
菩
提
」
は
、
い
わ
ゆ
る
小
乗
の
徒
に
属
す
る
独
覚
の

「
さ
と
り
」
で
あ
り
、「
無
上
正
等
菩
提
」
と
は
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提

と
も
い
い
大
乗
仏
教
の
用
語
で
最
高
の
「
さ
と
り
」
を
表
す
。
仏
・
法
・

僧
は
「
三
宝
」
で
あ
り
、「
転
妙
法
輪
」
と
は
他
者
に
対
す
る
説
法
、「
度

有
情
類
」
は
他
者
救
済
を
表
す
。
こ
れ
ら
も
、
第
一
節
で
「
～
枚
」
と
列

挙
さ
れ
た
の
と
同
様
に
、
全
仏
教
に
渡
る
基
本
概
念
に
な
る
。

（
⓮
）	

永
井
賢
隆
「「
風
鈴
頌
」
再
考
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
三
号
第

一
巻
、
平
成
二
六
年
）
の
注
一
に
風
鈴
頌
の
こ
れ
ま
で
の
主
だ
っ
た
研
究

が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

（
⓯
）	「
風
鈴
頌
」
の
な
か
の
「
一
等
為
他
談
般
若
」
に
つ
い
て
は
、『
宝
慶
記
』



『
正
法
眼
蔵
』「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻
に
関
す
る
一
考
察
（
賴
住
）

五
〇

で
は
「
一
等
与
他
談
般
若
」（
全
下
三
八
五
）
と
な
っ
て
お
り
、「
他
と
」

又
は
「
他
の
た
め
に
」
と
読
ま
れ
得
る
。
ま
た
『
御
抄
』
に
は
「
一
等
為

他
談
般
若
、
と
言
は
る
ヽ
、
他
は
東
西
南
北
の
風
歟
、
ま
た
風
鈴
の
当
体

歟
」（
前
掲
『
正
法
眼
蔵
註
解
全
書
』
第
一
巻
一
六
五
頁
）
と
あ
り
、「
他

と
」（
彼
と
）
と
い
う
意
味
に
な
る
。
そ
の
場
合
、「
彼
」
は
、
吹
く
風
で

あ
り
、
ど
の
よ
う
な
風
が
吹
い
て
き
て
も
風
鈴
が
鳴
り
続
け
、
風
と
般
若

を
談
じ
て
い
る
と
い
う
意
味
に
と
る
。
ま
た
、『
如
浄
語
録
』
に
は
「
通
身

是
口
掛
虚
空
、
不
管
東
西
南
北
風
、
一
等
与
渠
談
般
若
、
滴
丁
東
了
滴
丁

東
。」（
大
正
四
八
・
一
三
二
ｂ
）
と
あ
り
、「
与
渠
」（
＝
彼
と
）
は
、『
御

抄
』
の
よ
う
に
「
風
鈴
と
東
西
南
北
の
風
が
般
若
を
談
じ
る
」
と
い
う
意

味
に
な
る
。
た
だ
し
、『
永
平
広
録
』
第
九
頌
古
五
八
「
卍
山
本
」
に
は

「
他
の
与
（
た
）
め
に
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
永
平
広
録
』
の
古
注
に
は

「
他
は
衆
生
」
と
あ
る
（
前
掲
『
永
平
広
録
註
解
全
書
』
下
四
〇
三
頁
）。

ま
た
、『
正
法
眼
蔵
』「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻
本
文
に
引
用
さ
れ
た
「
風

鈴
頌
」
を
「
他
の
為
に
」
に
と
読
ん
で
い
る
場
合
も
あ
る
（
衛
藤
即
応
校

注
『
正
法
眼
蔵
』
上
巻
、
岩
波
文
庫
、
昭
和
一
四
年
）。

	

　

私
自
身
は
、
本
来
の
如
浄
の
「
風
鈴
頌
」
で
は
「
他
と
」
で
あ
り
、

「
他
」
は
「
東
西
南
北
の
風
」
を
意
味
し
て
い
た
が
、
道
元
は
そ
れ
を
「
他

の
為
め
に
」
と
解
し
、
そ
の
場
合
「
他
」
は
衆
生
を
意
味
す
る
こ
と
に
な

る
と
考
え
た
。
第
二
節
の
引
用
の
中
に
「
為
他
」
を
「
他
の
た
め
に
（
演

説
す
る
）」
と
あ
る
の
と
連
動
す
る
と
解
し
た
の
で
あ
る
。

（
⓰
）	

古
註
で
は
、「
チ
チ
ン
ツ
ン
リ
ャ
ン
、
チ
チ
ン
ツ
ン
」
な
ど
と
読
ま
れ
て

い
る
。
前
掲
『
正
法
眼
蔵
註
解
全
書
』
第
一
巻
一
六
五
頁
参
照
。

（
⓱
）	

十
善
業
道
は
、
十
善
戒
と
も
呼
ば
れ
、
不
殺
生
、
不
偸
盗
、
不
邪
淫
、

不
妄
語
、
不
綺
語
、
不
悪
口
、
不
両
舌
、
不
慳
貪
、
不
瞋
恚
、
不
邪
見
を

指
す
。
四
静
慮
は
、
色
界
の
四
種
の
禅
定
で
初
禅
（
離
生
喜
楽
）、
二
禅

（
定
生
喜
楽
）、
三
禅
（
離
喜
妙
楽
）、
四
禅
（
非
苦
非
楽
）
を
指
す
。
四
無

色
定
は
、
無
色
界
の
四
種
の
禅
定
で
、
空
無
辺
処
定
、
識
無
辺
処
定
、
無

所
有
処
定
、
非
想
非
非
想
処
定
を
指
す
。
五
神
通
は
、
禅
定
に
よ
っ
て
身

に
付
く
神
秘
的
な
能
力
で
、
天
眼
通
、
天
耳
通
、
他
心
通
、
宿
命
通
、
如

意
通
を
指
す
。
な
お
、『
正
法
眼
蔵
』
中
に
「
四
禅
比
丘
」
巻
、「
阿
羅
漢
」

巻
、「
神
通
」
巻
な
ど
が
あ
る
。「
四
禅
比
丘
」
巻
で
、
道
元
は
四
禅
を
得

た
こ
と
を
四
沙
門
果
を
得
た
と
誤
解
し
て
増
上
慢
に
陥
り
堕
地
獄
し
た
比

丘
を
批
判
し
、「
阿
羅
漢
」
巻
で
は
、
声
聞
の
四
果
を
得
た
阿
羅
漢
と
は
別

に
仏
果
を
得
た
阿
羅
漢
が
い
る
と
主
張
す
る
。「
神
通
」
巻
で
は
、「
神
通
」

と
は
、「
か
く
の
ご
と
く
な
る
神
通
は
仏
家
の
茶
飯
な
り
」
と
巻
頭
で
言
わ

れ
、
さ
ら
に
「
神
通
并
妙
用
、
運
水
及
搬
柴
」（
神
通
や
妙
用
と
は
、
修
行

者
の
日
常
に
お
い
て
水
を
汲
み
薪
を
運
ぶ
な
か
に
現
れ
て
く
る
）
と
い
う

龐
居
士
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
何
か
特
別

な
超
能
力
で
は
な
く
、
修
行
に
お
い
て
自
由
自
在
を
得
る
こ
と
を
意
味
す

る
と
さ
れ
る
。

	

　

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
節
と
同
様
に
、
い
わ
ゆ
る
小
乗
仏
教
以
来
の

「
十
善
業
道
」「
四
静
慮
」「
四
無
色
定
」「
五
神
通
」
に
つ
い
て
言
及
し
て

い
る
『
大
般
若
経
』
の
記
述
を
、
道
元
が
引
用
し
て
い
る
。「
摩
訶
般
若
波



『
正
法
眼
蔵
』「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻
に
関
す
る
一
考
察
（
賴
住
）

五
一

羅
蜜
」
巻
に
お
い
て
、
道
元
は
た
び
た
び
小
乗
仏
教
の
用
語
を
肯
定
的
な

文
脈
で
用
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
道
元
が
『
正
法
眼
蔵
』

で
展
開
し
て
い
く
主
張
が
、
小
乗
仏
教
を
も
含
め
て
全
仏
教
を
踏
ま
え
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
役
割
を
果
た
す
と
思
わ
れ
る
。

（
⓲
）	「
薄
伽
梵
」
はbhagavat

の
音
写
で
、
世
尊
と
も
い
い
、
諸
の
徳
を
有
す

る
者
を
意
味
す
る
。
仏
の
十
号
の
う
ち
の
一
つ
。

（
⓳
）	

た
と
え
ば
、「
奉
覲
」
に
つ
い
て
代
表
的
な
用
例
と
し
て
は
、「
面
授
」

巻
の
「
迦
葉
尊
者
し
た
し
く
世
尊
の
面
授
を
面
授
せ
り
、
心
授
せ
り
、
身

授
せ
り
、
眼
授
せ
り
。
釈
迦
牟
尼
仏
を
供
養
恭
敬
、
礼
拝
奉
覲
し
た
て
ま

つ
れ
り
。（
中
略
）
釈
迦
牟
尼
仏
、
ま
さ
し
く
迦
葉
尊
者
を
み
ま
し
ま
す
、

迦
葉
尊
者
、
ま
の
あ
た
り
阿
難
尊
者
を
み
る
、
阿
難
尊
者
、
ま
の
あ
た
り

迦
葉
尊
者
の
仏
面
を
礼
拝
す
、
こ
れ
面
授
な
り
。
阿
難
尊
者
、
こ
の
面
授

を
住
持
し
て
、
商
那
和
修
を
接
し
て
面
授
す
。
商
那
和
修
尊
者
、
ま
さ
し

く
阿
難
尊
者
を
奉
覲
す
る
に
、
唯
面
与
面
、
面
授
し
面
受
す
。
か
く
の
ご

と
く
、
代
代
嫡
嫡
の
祖
師
、
と
も
に
弟
子
は
師
に
ま
み
え
、
師
は
弟
子
を

み
る
に
よ
り
て
、
面
授
し
き
た
れ
り
。
一
祖
、
一
師
、
一
弟
と
し
て
も
、

あ
ひ
面
授
せ
ざ
る
は
仏
仏
祖
祖
に
あ
ら
ず
。」（
全
上
四
四
七
）
が
あ
る
。

他
に
も
『
正
法
眼
蔵
』
中
の
「
奉
覲
」
の
用
例
が
、「
古
鏡
」「
伝
衣
」「
仏

道
」「
陀
羅
尼
」「
面
授
」「
仏
祖
」「
法
華
転
法
華
」
な
ど
の
諸
巻
に
み
ら

れ
る
。
ま
た
「
承
事
」
の
用
例
と
し
て
は
『
仏
本
行
集
経
』
か
ら
の
引
用

で
は
あ
る
が
、「
供
養
諸
仏
」
巻
に
「
我
れ
往
昔
を
念
ふ
に
、
転
輪
聖
王
の

身
と
作
り
て
、
三
十
億
の
仏
に
値
ひ
た
て
ま
つ
り
き
。
皆
な
同
じ
く
一
号

に
し
て
、
釈
迦
と
号
け
き
。
如
来
及
び
声
聞
衆
ま
で
、
尊
重
し
承
事
し
、

恭
敬
し
供
養
し
て
四
事
具
足
せ
り
。
所
謂
る
衣
服
、
飲
食
、
臥
具
、
湯
薬

な
り
。」（
全
上
六
五
二
）
と
あ
る
。

（
⓴
）	『
正
法
眼
蔵
』
諸
巻
の
末
尾
の
多
く
に
示
さ
れ
る
「
示
衆
」
に
つ
い
て
は
、

書
い
た
も
の
を
弟
子
た
ち
に
読
ま
せ
た
り
、
読
み
上
げ
て
口
頭
で
伝
え
た

り
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
詳
し
い
資
料
が

残
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
巻
末
の
部
分
に
お
い
て
、
道
元
が
「
参
究
す

べ
し
」
な
ど
と
弟
子
に
呼
び
か
け
る
の
は
、
た
と
え
ば
、「
心
不
可
得
」

「
恁
麼
」「
行
持
下
」「
古
鏡
」「
渓
声
山
色
」「
仏
向
上
事
」「
諸
悪
莫
作
」

「
春
秋
」「
葛
藤
」「
栢
樹
子
」「
三
界
唯
心
」「
密
語
」「
仏
経
」「
法
性
」

「
他
心
通
」「
王
索
仙
陀
婆
」「
出
家
」「
発
菩
提
心
」「
深
信
因
果
」「
一
百

八
法
門
」「
八
大
人
覚
」
な
ど
の
諸
巻
で
見
ら
れ
る
。

（
㉑
）	

詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
正
法
眼
蔵
入
門
』（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、

平
成
二
六
年
）
一
九
～
五
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
㉒
）	

田
中
晃
『
道
元
禅
の
世
界
』
第
二
巻
（
山
喜
房
仏
書
林
、
平
成
五
年
）

は
、「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻
に
つ
い
て
の
考
究
を
結
ぶ
最
後
の
一
文
で

「
般
若
波
羅
蜜
は
や
が
て
仏
性

0

0

と
し
て
道
元
禅
の
根
幹
を
な
す
の
で
あ
る
。」

（
一
四
六
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
㉓
）	

た
と
え
ば
、『
正
法
眼
蔵
』
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、『
正
法
眼
蔵
』
と

関
係
の
深
い
「
弁
道
話
」
で
は
「
人
ま
さ
に
正
信
修
行
す
れ
ば
、
利
鈍
を

わ
か
ず
ひ
と
し
く
得
道
す
る
な
り
。
我
が
朝
は
仁
智
の
く
に
に
あ
ら
ず
、

人
に
知
解
お
ろ
か
な
り
と
し
て
仏
法
を
会
す
べ
か
ら
ず
と
お
も
ふ
こ
と
な



『
正
法
眼
蔵
』「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
巻
に
関
す
る
一
考
察
（
賴
住
）

五
二

か
れ
。
い
は
ん
や
人
み
な
般
若
の
正
種
ゆ
た
か
な
り
。
た
だ
承
当
す
る
こ

と
ま
れ
に
、
受
用
す
る
こ
と
い
ま
だ
し
き
な
ら
し
。」（
全
上
七
四
五
）
と

言
わ
れ
、『
正
法
眼
蔵
』「
袈
裟
功
徳
」
巻
で
も
「
わ
れ
ら
な
に
の
さ
い
は

ひ
あ
り
て
か
、
如
来
世
尊
の
衣
法
正
伝
せ
る
法
に
あ
ふ
た
て
ま
つ
れ
る
。

宿
殖
般
若
の
大
功
徳
力
な
り
。」（
全
上
六
二
八
）
と
言
わ
れ
て
い
る
。


